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は
じ
め
に

最
近
見
直
し
が
進
み
つ
つ
あ
る
鎌
倉
幕
府
の
二
代
将
軍
源
頼
家
の
時
代（

（
（

を
検
討

す
る
上
で
、
基
本
史
料
た
る
『
吾
妻
鏡
』
の
頼
家
将
軍
記
の
扱
い
は
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
そ
の
後
の
北
条
氏
の
実
権
掌
握
を
正
当
化
す
る
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
る
『
吾

妻
鏡
』
の
う
ち
で
も
、
そ
の
端
緒
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
頼
家
将
軍
記
に
は
、
頼
家

に
対
し
て
批
判
的
と
も
と
れ
る
記
事
が
目
立
ち
、
頼
家
を
「
暗
君
」
と
す
る
伝
統
的

な
評
価
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
記
述
に
は
実
際
と
異
な
る
内
容
（
い
わ
ゆ
る
「
曲
筆
」
の
類
を
含
む
）
も
少

な
く
な
い
こ
と
は
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
最
近
の
国
文
学
研
究
で

は
、
北
条
泰
時
を
頼
朝
の
正
統
な
後
継
者
に
位
置
づ
け
る
方
向
性
の
も
と
、
頼
家
を

端
的
に
「
悪
王
」
と
し
て
造
形
し
、「
徳
人
」
た
る
泰
時
と
対
比
的
に
描
く
編
纂
時

の
構
想
の
存
在
も
強
調
さ
れ
て
い
る
［
藪
本　

二
〇
二
〇
な
ど
］。

た
だ
、
頼
家
将
軍
記
で
も
、
必
ず
し
も
「
悪
王
」
た
る
描
写
に
は
あ
た
ら
な
い
記

事
は
多
く
、
頼
家
の
「
悪
王
」
化
な
る
も
の
を
一
貫
し
た
構
想
と
す
る
に
は
慎
重
を

要
す
る
。
そ
う
し
た
構
想
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
必
要
以
上
に
「
悪
王
」
の
先
入

観
に
引
き
ず
ら
れ
た
解
釈
を
導
き
か
ね
な
い
［
龍　

一
九
五
七
］。

む
し
ろ
注
意
し
た
い
の
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
編
纂
物
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
十

三
世
紀
末
ご
ろ
の
編
纂
と
推
定
さ
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
多
様
な
原
史
料
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
編
者
サ
イ
ド
で
の
位
置
付
け
・
評
価
や
、
独
自
の
作
文
と
み
ら

れ
る
部
分
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
記
述
が
同
時
代
の
史
料
に
基
づ
く
の
か
、
も

し
く
は
後
発
の
文
献
に
拠
る
の
か
、
編
纂
段
階
で
の
感
覚
の
反
映
・
脚
色
な
の
か
を

よ
く
見
極
め
た
上
で
、
評
価
を
加
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
、
確
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
を
抽
出
し
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の

質
を
検
証
し
て
い
く
基
礎
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
の
諸

本
研
究
と
原
史
料
研
究
を
柱
と
し
た
『
吾
妻
鏡
』
史
料
論
の
成
果
に
学
び
な
が
ら（

（
（

、

頼
家
将
軍
記
の
史
料
的
性
格
の
整
理
を
試
み
た
い
。

一　
頼
家
将
軍
記
の
諸
本
と
仮
名
本
の
活
用

（
１
）
頼
家
将
軍
記
の
漢
文
諸
本

従
来
、『
吾
妻
鏡
』
を
用
い
る
際
、
北
条
本
を
主
た
る
底
本
と
す
る
新
訂
増
補
国

『
吾
妻
鏡
』
頼
家
将
軍
記
の
史
料
論

― 

諸
本
と
原
史
料
へ
の
ま
な
ざ
し 

―

藤
　
　
本
　
　
頼
　
　
人
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史
大
系
の
テ
キ
ス
ト
に
即
し
て
論
ず
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
独

自
の
校
訂
や
改
変
も
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
史
料
論
的
な
分
析
に
重
き
を
置
く
場

合
、
そ
の
ま
ま
依
拠
す
る
の
は
や
や
問
題
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
底
本
を
は
じ
め

個
別
の
写
本
レ
ベ
ル
に
立
ち
返
っ
た
上
で
の
検
討
が
必
須
と
な
る（

（
（

。

ま
た
、
現
状
ま
と
ま
っ
た
形
で
伝
来
す
る
『
吾
妻
鏡
』
の
諸
本
は
、
い
ず
れ
も

様
々
な
系
統
の
写
本
を
取
り
合
わ
せ
た
集
成
本
で
あ
る
［
益
田　

一
九
七
七
］。
す
な

わ
ち
、
同
じ
本
の
中
で
も
巻
に
よ
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
質
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
巻
あ
る
い
は
年
単
位
で
諸
本
を
比
較
し
、
よ
り
確
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
を

基
礎
に
進
め
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
ま
ず
頼
家
将
軍
記
に
つ
い

て
、
主
要
な
漢
文
写
本
の
状
況
を
確
認
す
る
作
業
か
ら
始
め
た
い
。

頼
家
期
を
カ
バ
ー
す
る
主
要
な
漢
文
写
本
と
し
て
は
、
国
史
大
系
が
底
本
と
す
る

北
条
本
の
巻
十
六
・
十
七
の
ほ
か
、
島
津
本
の
巻
十
六
・
十
七
（
毛
利
本
も
同
系

統
）、
吉
川
本
の
巻
十
五
・
十
六
が
あ
げ
ら
れ
る
。
編
成
は
異
な
る
も
の
の
、
正
治

年
間
（
正
治
元
～
二
年
）
と
、
建
仁
年
間
（
建
仁
元
～
三
年
九
月
）
に
分
冊
さ
れ
て

い
る
点
で
は
諸
本
共
通
す
る
。

こ
の
う
ち
、
前
半
の
正
治
年
間
に
つ
い
て
は
、
北
条
本
系
の
版
本
に
脱
落
が
あ
る

こ
と
が
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
島
津
本
を
も
と
に
十
七
世
紀
後
半
に
成
立
し
た

『
東
鑑
纂
（
東
鑑
脱
纂
）』
に
よ
っ
て
一
部
補
わ
れ
て
い
た（

（
（

。
さ
ら
に
明
治
末
期
に

存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
吉
川
本
に
は
、
北
条
本
・
島
津
本
と
も
に
見
え
な

い
日
条
・
記
事
が
含
ま
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
漢
文
写
本
の
中
で
は
吉
川
本
が
最
も
充
実
し
た
情
報
を
持
ち
、
か
つ

テ
キ
ス
ト
の
面
で
も
、
多
少
の
誤
写
や
脱
字
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
北
条
本
で
は
表

記
の
不
自
然
な
箇
所
が
適
切
で
あ
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
最
善
本
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉
川
本
を
基
礎
に
、
そ
の
不
備
を
他
の
写
本

で
カ
バ
ー
し
つ
つ
用
い
る
の
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
後
半
の
建
仁
年
間
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
諸
本
の
間
で
収
録
さ
れ
た
日
条

に
異
同
は
見
ら
れ
ず
、
決
定
的
な
差
は
な
い
が
、
正
治
年
間
は
比
較
的
良
質
と
み
な

し
た
吉
川
本
に
も
誤
脱
が
か
な
り
目
立
ち
、
テ
キ
ス
ト
の
質
は
や
や
落
ち
る
。
北
条

本
も
原
本
に
は
誤
脱
が
多
く
、
墨
書
・
朱
書
に
よ
る
数
度
の
校
訂
が
入
っ
て
現
状
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
現
状
の
情
報
と
し
て
は
北
条
本
が
や
や
充
実
し
て
い
る

が
、
吉
川
本
の
方
が
表
記
の
適
切
な
箇
所
も
少
な
く
な
い
か
ら
、
両
本
お
よ
び
北
条

本
に
近
い
島
津
本
な
ど
を
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
用
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
そ
れ
の
み
で
は
問
題
が
十
分
に
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
範
囲

に
は
、
諸
本
間
で
大
き
な
異
同
の
な
い
記
事
に
、
共
通
し
て
文
意
の
と
り
に
く
い
箇

所
が
複
数
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
写
過
程
の
早
い
段
階
で
質
の
良
く
な
い
写
本

が
成
立
し
、
そ
れ
が
流
布
し
た
結
果
、
現
存
す
る
漢
文
写
本
は
い
ず
れ
も
そ
の
系
譜

を
引
く
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
現
存
の
漢
文
写
本
ど
う
し
の

付
き
合
わ
せ
に
よ
る
校
訂
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
浮
上
す
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
近
世
の
仮
名
写
本
で
あ
る
。

（
２
）
八
戸
南
部
家
旧
蔵
仮
名
本
『
東
鏡
』
の
活
用

近
世
に
は
、『
吾
妻
鏡
』
を
読
み
下
し
て
年
単
位
で
分
冊
し
た
仮
名
本
が
作
成
さ

れ
、
複
数
の
大
名
家
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
特
に
八
戸
南
部
家
に
伝
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来
し
た
『
東
鏡
』（
南
部
本
、
八
戸
市
立
中
央
図
書
館
蔵
）
は
、
最
近
進
め
ら
れ
た

諸
本
の
悉
皆
的
調
査
を
通
し
て
、
そ
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
一
に
、
吉
川
本
と
同
系
統
の
底
本
に
な
る
巻
も
含
ま
れ
て
お
り
、
現
存
の
漢
文

写
本
で
は
吉
川
本
に
限
ら
れ
る
記
事
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
校
訂
す
る
唯
一
の
手
が
か

り
と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
［
高
橋　

二
〇
一
八
］。
第
二
に
、
諸
本
間
で
記
事
の

出
入
り
が
激
し
い
部
分
に
つ
い
て
、
吉
川
本
に
あ
っ
て
島
津
本
に
落
ち
て
い
る
記

事
、
逆
に
島
津
本
に
あ
っ
て
吉
川
本
に
落
ち
て
い
る
記
事
を
、
南
部
本
が
と
も
に
備

え
て
い
た
り
［
井
上　

二
〇
一
八
］、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
出
の
日
条
・
記

事
も
含
ま
れ
る（

（
（

な
ど
、
記
事
の
構
成
・
内
容
が
最
も
充
実
し
た
巻
も
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
南
部
本
に
は
、
現
存
の
漢
文
写
本
よ
り
も
良
質
の
底
本
を
用
い
た
と

解
さ
れ
る
巻
も
あ
り
、
既
知
の
テ
キ
ス
ト
の
検
証
・
校
訂
材
料
と
し
て
も
有
効
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
有
効
性
は
、
諸
本
間
の
差
が
比
較
的

少
な
い
巻
に
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
頼
家
将
軍
記
の
記
事
に
つ
い
て
、

南
部
本
を
用
い
て
検
証
し
て
み
よ
う（

（
（

。

正
治
年
間
（
巻
十
六
・
十
七
）
は
、
記
事
の
構
成
が
北
条
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お

り
、
北
条
本
と
同
系
統
の
底
本
を
用
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
吉
川
本
と
の
対

照
に
は
不
十
分
だ
が
、
そ
れ
で
も
文
末
の
【
付
表
】（
1
～
17
）
に
は
、
誤
写
や
脱

字
の
存
在
が
窺
え
る
異
同
も
あ
り
、
や
は
り
検
証
材
料
と
し
て
軽
視
で
き
な
い
。

一
方
、
建
仁
年
間
（
巻
十
八
・
十
九
・
二
十
上
）
も
、
基
本
的
に
は
北
条
本
に
近

い
系
統
の
底
本
に
拠
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
こ
の
範
囲
は
、
諸

本
に
共
通
し
て
不
自
然
な
箇
所
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
例
と
し

て
特
に
記
事
の
趣
旨
に
大
き
く
関
わ
る
事
例
を
と
り
あ
げ
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
以
下
に
あ
げ
る
記
事
は
、
す
で
に
高
橋
秀
樹
編
『
新
訂
吾

妻
鏡
』
四
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
頼
家
将
軍
記
に
お
け
る
重
要
な
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
具
体
的
に
検
証
し
た
い
。

（
３
）
事
例
１　
建
仁
元
年
二
月
三
日
条

史
料
１
―
①　
北
条
本
、
同
日
条
（
傍
注
の
「
キ
」
は
吉
川
本
の
表
記
）

三
日
、
甲
申
、

ａ
未
尅
、
掃（

藤
原
親
能
）

部
入
道
・
佐
□〔

々
キ
〕木

左
衛
門
尉
定
綱
・
小
山
左
衛
門

尉
朝
政
〈
為
大
番
勤
仕
在
京
〉、
朝
覲親

行
幸
仙
洞
〈
二
条
殿
〉、
春（

守
成
）宮

二
（
朱
点
）・

七
条

院
一（

守
貞
）宮［キ

等
］同
臨
幸
、
爰
越
後
国
住
人
城
四
郎
平
長
茂〔

義
キ
〕〈

城
四
郎
助
国
四
男
〉

引
率
軍
兵
、
囲
朝
政
三
条
東
洞
院
宿
盧
、
朝
政
供
奉
行
幸
留
守
程
也
、
所
残
留

之
郎
従
等
禦
戦
之
間
、
長
茂
引
退
、
即
行
幸
還
御
以
前
、
推
参
仙
洞
、
閇〔

閉
キ
〕四

門
、

ｂ
申
可
追
討
関
東
之
宣
旨
、
然
而
依
無
勅
許
、
長
茂
逐
電
、
有
清
水
坂
之

由
風
聞
之
間
、
朝
政
等
雖
馳
向
、
不
知
行
方
云
々
、
彼
使
者
先
到
着
大
官
令

亭
、
次
参
御
所
、
此
間
諸
人
群
参
、
鎌
倉
中
騒
動
、
依
被
加
制
止
、
入
夜
静
謐

云
々
、

記
事
そ
の
も
の
は
諸
本
間
に
大
き
な
異
同
は
な
い
が
、
こ
れ
を
素
直
に
読
む
と
、

二
月
三
日
の
未
刻
に
京
都
で
朝
覲
行
幸
が
あ
り
、
そ
の
際
、
城
長
茂
が
小
山
朝
政
の

宿
所
や
院
御
所
に
乗
り
込
む
事
件
が
起
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
は
実
際
に
は
正
月
二
十
三
日
の
出
来
事
で
あ
る
上
に
、
傍
線
ａ
で
は
親
能
ら
三
人

の
行
動
が
理
解
で
き
ず
、
ま
た
波
線
部
の
鎌
倉
の
話
と
の
時
間
的
な
関
係
も
含
め
て

明
ら
か
に
問
題
が
あ
る
。
と
は
い
え
諸
本
が
共
通
し
て
こ
の
状
態
で
あ
り
、『
大
日
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本
史
料
』
で
も
「
脱
字
ア
ラ
ン
」
と
注
記
す
る
に
と
ど
め
て
い
る（

（
（

。
そ
う
し
た
中

で
、
傍
線
ａ
に
つ
い
て
の
南
部
本
の
読
み
下
し
は
重
要
で
あ
る
。

史
料
１
―
②　
南
部
本
巻
十
八
、
同
日
条
（
部
分
）

三
日
、
き
の
え
さ
る
、

ａ
ひ
つ
じ
の
こ
く
に
、
掃か

も
ん
の部

入
道
〈
ち（

入
道
左
側
注
）

か
よ
し
〉・
佐さ

ゝ々

木き
の

左
衛
門
尉
定さ

だ
つ
な綱

・
小を

や
ま
の山

左
衛
門
尉
朝と

も
ま
さ政

〈
大
番バ

ん

勤き
ん

仕し

の
た
め
に
ざ
い
京
す
〉

等
が
ひ
き
や
く
、
京き

や
う
と都

よ
り
さ
ん
ち
や
く
し
申
て
い
は
く
、
去
ぬ
る
月
廿
三
日

い
ぬ
の
剋
、
朝て

う
き
ん覲

の
行ぎ

や
う
が
う幸

〈
仙せ

ん
と
う洞

ハ
二
条
殿
〉、
春と

う
ぐ
う宮

、
二
の
宮ミ

や

・
七
条で

う
の
い
ん院

一

宮ミ
や

等
お
な
じ
く
臨り

ん
か
う幸

、
こ
こ
に
え
ち
ご
の
国
の
住ぢ

う
に
ん人

城
じ
や
う
の

四
郎
平

た
い
ら
の

長な
が
も
ち茂

〈
城

四
郎
助す

け
く
に国

が
四
男
〉
ぐ
ん
兵
を
い
ん
ぞ
つ
し
、
朝と

も
ま
さ政

が
三
条
ひ
が
し
の
と
う
院い

の
宿し

ゆ
く
ろ盧

を
か
こ
む
、（
中
略
）
長
茂
ひ
き
し
り
ぞ
き
、（

即
脱
カ
）行

ぎ
や
う
が
う

幸
く
ハ
ん
ぎ
よ
い
ぜ

ん
に
仙せ

ん
と
う洞

に
す
い
さ
ん
し
、
四
門
を
と
ぢ
て
、

ｂ
関
東
つ
い
た
う
の
せ
ん
じ
を

た
ま
ふ
べ
し
と
申
す
、（
下
略
）

①
と
異
な
る
部
分
を
太
字
で
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
二
月
三
日
の
未
刻
が
親

能
ら
の
飛
脚
の
鎌
倉
到
着
日
時
で
あ
り
、
朝
覲
行
幸
は
正
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
こ

と
が
正
し
く
理
解
で
き
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
「
等
飛
脚
、
自

京
都
参
着
申
云
、
去
月
廿
三
日
戌
剋
」
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
部
分
が
伝
写
過
程
の

早
い
段
階
で
脱
落
し
、
そ
の
系
統
の
写
本
が
広
く
流
布
し
て
現
存
の
漢
文
諸
本
の
も

と
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
南
部
本
に
つ
な
が
る
本
は
、
脱
落
が
生
ず
る
前
の
状
況
を

保
っ
た
良
質
な
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
条
本
で
抹
消
さ
れ
た
「
二
」
は
、「
二
宮
」（
長
仁
親
王
）
の
「
宮
」
が

脱
落
し
て
意
味
が
通
ら
な
く
な
り
、
衍
字
と
解
さ
れ
た
こ
と
（
吉
川
本
も
同
様
）、

さ
ら
に
傍
線
ｂ
の
長
茂
が
宣
旨
を
求
め
る
場
面
も
、
南
部
本
の
底
本
は
「
申
可
給
関

東
追
討
之
宣
旨
」
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
諸
本

に
共
通
し
て
脱
落
が
想
定
さ
れ
る
部
分
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
点
で
、
南
部
本
の
存

在
意
義
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
他
に
も
あ
げ
ら
れ
る
。

（
４
）
事
例
２　
建
仁
二
年
六
月
二
十
五
日
条

史
料
２
―
①　
北
条
本
、
同
日
条
（
部
分
）

廿
五
日
、
戊
戌
、
陰
、（
中
略
）
於
東
北
御
所
有
勧
盃
、（
中
略
）
知
康
進〔

近
キ
〕御

前
、
取
銚
子
、
勧
酒
於
北
条
五
郎
時
連
、
此
間
酒
狂
之
余
知
康
云
、
北
条
五
郎

者〔
キ
脱
〕、

云
容
儀
、
云
進
退
、
可
謂

〔
キ
脱
〕抜

群
処
、
実
名
太
下
劣
也
、
時
連
之
連
字
者〔

着
キ
〕、

貫
銭
貨
儀
歟〔

也
キ
〕、

貫
之
依
為
奇哥

カ
仙
、
訪
其
芳
躅
歟
、
旁
不
可
然
、
早
可
改
名
之

由
、
将（

頼
家
）軍

直
可
被
仰
之
云
々
、
全〔

令
キ
〕可

改
連
字
之
旨
、
北
条
被
諾
申
之
、

北
条
時
房
が
時
連
か
ら
改
名
し
た
経
緯
に
関
す
る
、
鞠
会
後
の
酒
宴
で
の
逸
話
で

あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
話
自
体
史
実
と
は
み
な
し
難
い
が
、
こ
こ
に
見
え

る
限
り
で
は
、
酒
に
酔
っ
た
平
知
康
が
「
時
連
」
の
名
は
「
下
劣
」
と
し
て
改
名
を

勧
め
、
頼
家
に
も
直
接
命
ず
る
よ
う
け
し
か
け
る
と
、
時
連
が
「
連
の
字
を
改
め
ま

す
」
と
承
諾
し
た
、
と
い
う
内
容
に
な
る
［
五
味
他
編　

二
〇
〇
九
］。
そ
の
場
に
い

た
頼
家
の
反
応
が
定
か
で
な
く
、
三
者
の
や
り
と
り
と
し
て
は
不
自
然
な
感
が
あ
る

が
、
そ
の
傍
線
部
の
南
部
本
の
読
み
下
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

史
料
２
―
②　
南
部
本
第
十
九
、
同
日
条
（
部
分
）

廿
五
日
、
つ
ち
の
え
い
ぬ
、
く
も
る
、（
中
略
）
ひ
が
し
の
小こ

ご御
所し

よ

に
を
ひ
て

勧け
ん
ば
い盃

あ
り
、（
中
略
）
知と

も
や
す康

御
前ぜ

ん

に
す
ゝ
ミ
て
銚て

う
し子

を
と
り
、
酒さ

け

を
北ほ

う
で
う条

五
郎

時と
き
つ
ら連

に
す
ゝ
む
、
こ
の
間
酒し

ゆ
き
や
う狂

の
あ
ま
り
に
、
知と

も
や
す康

が
い
は
く
、（
中
略
）
は
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や
く
改か

い
ミ
や
う名

す
べ
き
よ
し
、
将し

や
う
ぐ
ん軍

ぢ
き
に
お
ほ
せ
ら
る
べ
し
と
云
々
、
金き

ん

吾ご

入じ
ゆ
け
う興

し
給
、
連つ

ら

の
字
を
あ
ら
た
む
べ
き
む
ね
お
ほ
せ
ら
る
、
北ほ

う
で
う条

五
郎
諾う

け

申
さ
る
と

云
々
、

こ
の
場
合
、
知
康
の
く
だ
り
に
「
入
興
」
し
た
頼
家
が
、
時
連
に
「
連
」
の
字
を

改
め
る
よ
う
命
じ
、
時
連
も
応
じ
た
、
と
い
う
よ
う
に
、
漢
文
諸
本
に
比
し
て
自
然

な
展
開
が
復
元
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
も
伝
写
過
程
で
「
金
吾
入
興
給
、
被

仰
」
の
部
分
が
脱
落
し
て
文
意
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
（
漢
字
写
本
の
「
全

（
令
）」
は
「
金
」
の
誤
写
か
）、
ま
た
「
可
改
連
字
」
は
本
来
、
頼
家
の
発
言
と
い

う
設
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
５
）
事
例
３　
建
仁
三
年
六
月
二
十
四
日
条

史
料
３
―
①　
北
条
本
、
同
日
条

廿
四
日
、
庚
申
、
江
兵
衛
尉
能
範
為
使
節
上
洛
、
是
『
○
頼〔

頭
注「
全
成
息
」〕

』
全
成

（
朱
抹
消
）可
誅
之

由
、
被
仰
相（

源
仲
章
）模

権
守
・
佐
々
木
左（

定
綱
）衛

門
尉
等
故
也
、

頼
朝
の
弟
阿
野
全
成
の
誅
伐
事
件
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
傍
線
部
に
つ
い
て
北

条
本
の
原
文
で
は
、
京
都
の
源
仲
章
・
佐
々
木
定
綱
に
「
全
成
可
誅
」
と
指
示
し
た

と
い
う
文
脈
で
あ
っ
た
が
、
直
前
の
二
十
三
日
条
に
八
田
知
家
が
全
成
を
誅
殺
し
た

と
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
そ
の
た
め
、
七
月
二
十
五
日
条
に
「
播
磨
公
頼
全
〈
全

成
法
橋
息
〉」
誅
殺
の
報
告
が
あ
る
こ
と
や
、
傍
線
部
を
「
頼
全
可
誅
之
由
」
と
す

る
島
津
本
系
統
の
写
本
の
状
況
（
吉
川
本
も
同
様
）（

（
（

を
踏
ま
え
て
か
、
朱
書
で

「
頼
」
を
補
入
し
て
「
成
」
を
抹
消
し
た
り
、
頭
注
「
全
成
息
」
を
付
し
た
り
と

い
っ
た
校
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
全
く
情
報
の
な
い
頼
全
を

い
き
な
り
名
指
し
し
、
そ
の
誅
殺
を
京
都
に
指
示
す
る
の
は
唐
突
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
南
部
本
の
当
該
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

史
料
３
―
②　
南
部
本
第
二
十
上
、
同
日
条

廿
四
日
、
か
の
え
さ
る
、
江え

の

兵
衛
尉
能よ

し
の
り範

し
せ
つ
と
し
て
し
や
う
ら
く
す
、
是

ハ
全せ

ん
せ
い成

法ほ
つ
き
や
う橋の

子し

息そ
く

等ら

京
都
に
あ
る
よ
し
、
ふ
う
ぶ
ん
の
せ
つ
あ
る
に
よ
つ

て
、
こ
れ
を
さ
が
し
も
と
め
誅ち

う

す
へ
き
よ
し
、
さ
が
ミ
の
権ご

ん

の
か
ミ
・
佐さ

ゝ

き
々
木

左
衛
門
尉
等
に
お
ほ
せ
ら
る
ゝ
ゆ
へ
な
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
成
の
子
た
ち
が
京
都
に
い
る
と
の
情
報
を
得
た
幕
府
が
探

索
・
誅
伐
を
命
じ
た
、
と
い
う
内
容
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
は
「
全
成
」
に
続

け
て
、「
法
橋
子
息
等
在
京
都
由
、
依
有
風
聞
説
、
探
求
之
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い

た
が
、
伝
写
過
程
で
脱
落
し
て
前
日
条
と
の
矛
盾
が
生
じ
、
諸
本
で
は
種
々
の
校

訂
・
注
記
が
施
さ
れ
て
現
況
に
至
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
記
事
の
趣
旨
を
左
右
す
る
事
例
に
加
え
、
建
仁
年
間
に
つ
い

て
は
文
末
の
【
付
表
】（
18
～
80
）
に
示
す
よ
う
に
、
異
同
の
あ
る
箇
所
は
少
な
く

と
も
六
十
余
日
分
に
の
ぼ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
従
来
は
解
釈
に
多
少
の
無
理

が
伴
っ
た
不
自
然
な
箇
所
を
修
正
し
う
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
南
部
本
を
比
較
材
料
に
加
え
る
こ
と
で
、
既
知
の
漢
文
諸
本
に
共

通
し
て
問
題
の
あ
る
部
分
の
誤
脱
を
た
だ
し
、
よ
り
確
度
の
高
い
テ
キ
ス
ト
に
引
き

上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
頼
家
将
軍
記
に
限
ら
ず
、
南
部
本
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
を
通
し
て
、『
吾
妻
鏡
』
を
用
い
た
研
究
が
さ
ら
な
る
進
展
を
み
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
よ
っ
て
以
下
の
考
察
で
も
、
南
部
本
の
情
報
も
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
論
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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二　
天
候
記
載
を
も
つ
記
事
と
原
史
料

（
１
）
天
候
・
時
刻
記
載
と
原
史
料

後
世
の
編
纂
物
で
あ
る
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
を
読
み
解
く
上
で
、
前
章
で
取
り
上

げ
た
諸
本
の
分
析
、
テ
キ
ス
ト
の
検
証
と
と
も
に
、
記
事
の
原
史
料
を
め
ぐ
る
分
析

も
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
古
く
か
ら
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら

れ
て
き
た
が
［
八
代　

一
九
一
三
な
ど
］、
特
に
近
年
の
高
橋
秀
樹
氏
に
よ
る
一
連
の

作
業
は
、
そ
の
水
準
を
飛
躍
的
に
上
昇
さ
せ
た
［
高
橋　

二
〇
〇
六
他
］。

例
え
ば
『
吾
妻
鏡
』
の
主
要
な
原
史
料
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
幕
府
吏
僚
な
ど

の
日
記
類
［
五
味　

二
〇
〇
〇
な
ど
］
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
現
物
が
残
る

わ
け
で
は
な
く
、
実
証
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
記
類
が
利
用
さ
れ

た
形
跡
を
読
み
取
る
指
標
と
し
て
高
橋
氏
が
注
目
す
る
の
が
、
日
次
記
の
基
本
的
な

書
式
に
対
応
す
る
天
候
・
時
刻
の
記
載
を
伴
う
日
条
で
あ
る
。

頼
家
将
軍
記
の
場
合
、
計
二
八
九
日
分
に
お
よ
ぶ
記
事
の
う
ち
、
半
数
近
い
一
三

四
日
（
四
七
％
）
が
天
候
記
載
を
も
つ
（【
表
1
】）。
頼
朝
将
軍
記
が
全
体
で
五
％
、

多
い
年
で
も
一
五
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
天
候
を
伴
う
日
の
割
合
が
飛
躍
的

に
高
ま
っ
て
い
る
の
は
、
文
書
を
多
用
す
る
頼
朝
将
軍
記
と
は
編
纂
方
式
が
異
な

り
、
日
記
類
に
基
づ
く
記
事
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
つ
づ
く
実
朝
将
軍
記

（
全
体
で
四
七
％
強
）、
頼
経
将
軍
記
（
四
八
％
）、
頼
嗣
将
軍
記
（
例
外
的
に
低
い

年
を
除
き
平
均
五
一
％
）
も
こ
れ
に
近
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
お
お
よ

そ
共
通
す
る
編
纂
方
式
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。
ま
た
、
十
二
支
に
よ
る
具
体
的

な
時
刻
の
記
載
の
あ
る
日
条
が
四
十
日
近
く
を
数
え
、
そ
の
う
ち
半
分
強
に
は
天
候

記
載
も
あ
る
が
、
実
朝
将
軍
記
な
ど
で
は
天
候
記
載
と
時
刻
表
記
と
の
密
接
な
関
係

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
記
類
に
基
づ
く
可
能
性
が
よ
り
高
ま
る
と
さ
れ
る

［
高
橋　

二
〇
〇
七
］。
頼
家
将
軍
記
で
も
、
十
二
支
以
外
の
時
間
表
記
を
加
え
る
と
、

天
候
記
載
と
の
連
動
が
よ
り
顕
著
に
な
る
の
で
、
同
様
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
頼
家
将
軍
記
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
な
偏
り
の
あ
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な

い
。【
表
1
】
に
示
す
よ
う
に
、
年
次
別
に
み
る
と
、
正
治
年
間
か
ら
建
仁
元
年
ま

で
は
天
候
記
載
を
持
つ
日
条
の
割
合
は
比
較
的
高
い
が
、
建
仁
二
・
三
年
は
そ
の
割

合
が
大
き
く
低
下
す
る
。

実
朝
将
軍
記
で
も
こ
の
傾

向
が
数
年
続
き
、
後
に
割

合
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
み
て
、
頼
家
将
軍
記

の
後
半
か
ら
実
朝
将
軍
記

の
初
期
に
か
け
て
の
期
間

は
、
原
史
料
と
な
る
べ
き

同
時
代
の
日
記
類
の
残
存

状
況
や
記
事
の
質
量
に
恵

ま
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う

事
情
の
存
在
が
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
頼
家
将

軍
記
中
で
も
、
時
期
に

よ
っ
て
原
史
料
の
質
が
や

や
異
な
る
と
み
ら
れ
る
点

【表１】頼家将軍記と天候・時刻（高橋 2007・2011を参照） 

 期間・年次 日数 天候 天/日 時刻 時のみ 

頼朝 全体(1180-95) 1761 97 5.5％ 102 75 

頼家 全体(1199-1203) 289 134 46.5% 38(66) 16(24) 

正治元(1199) 58 31 53.4% 6(11) 2(4) 

正治２(1200) 71 35 49.3% 8(19) 3(4) 

建仁元(1201) 50 32 64.0% 7(11) 2(2) 

建仁２(1202) 55 20 36.4% 4(9) 2(5) 

 建仁３(1203) 54 16 29.6% 13(16) 7(9) 

実朝 全体(1203-19) 929 439 47.3% 138 26 

 前半(1203-12) 506 173 34.2% 50 12 

 後半(1213-19) 423 266 62.9% 88 14 

頼経 全体(1219-44) 2001 967 48.3% 493 209 

頼嗣 全体(1244-52) 673 227 33.7% 98 42 

・｢天候｣＝天候記載のある日数，｢天/日｣＝天候記載のある日の割合 
・｢時刻｣＝十二支の時刻表記を含む日数。頼家将軍記の( )内は，これ

に他の時間を示す表記(｢秉燭｣｢入夜｣など)も加えた合計の日数 

・｢時のみ｣＝時刻表記はあるが天候記載のない日の数 
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に
は
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
頼
家
将
軍
記
中
の
天
候
記
載
を
伴
う
日
条
で
扱
わ
れ
る
記
事
の
内
容
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。
高
橋
氏
は
、
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
京
都
の
情
報
、
幕
府
の

恒
例
・
臨
時
行
事
、
鶴
岡
八
幡
宮
お
よ
び
幕
府
関
係
寺
社
の
記
事
、
鎌
倉
殿
頼
家
の

動
向
、
天
変
、
事
件
・
合
戦
の
報
告
、
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
史
料
と
な
る
日

記
・
記
録
類
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
［
高
橋　

二
〇
〇
六
］。

頼
家
将
軍
記
の
原
史
料
と
な
る
日
記
類
の
候
補
と
し
て
は
、
政
所
吏
僚
で
政
子
の

側
近
に
も
仕
え
た
二
階
堂
行
光
や
、
問
注
所
執
事
三
善
康
信
の
日
記
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
［
五
味　

二
〇
〇
〇
］。
そ
う
し
た
幕
府
吏
僚
の
日
記
が
用
い
ら
れ
た
と
す
る
場

合
、
そ
れ
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
の
は
、
右
の
分
類
の
う
ち
で
も
幕
府
の
恒
例
・
臨

時
の
行
事
、
頼
家
や
政
子
の
動
向
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
寺
社
関
係
の
記
事
に
つ
い
て

も
、
頼
家
・
政
子
や
幕
府
要
人
の
行
動
と
重
な
る
も
の
が
目
立
ち
、
後
の
問
注
所
執

事
三
善
康
有
の
日
記
『
建
治
三
年
記
』
に
も
同
種
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
も
、
幕
府
吏
僚
の
日
記
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
て
不
自
然
で
は
な
い
。

一
方
、
京
都
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
下
向
し
た
飛
脚
や
使
者
が
伝
え
る
形
を
と
り

な
が
ら
、
具
体
的
内
容
は
『
明
月
記
』
な
ど
京
都
の
公
家
日
記
に
拠
っ
て
い
る
事
例

の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
［
益
田　

一
九
七
一
・
五
味　

二
〇
〇
〇
］。
頼
家
将

軍
記
で
も
、
京
都
で
起
こ
っ
た
藤
原
親
能
の
郎
等
が
若
狭
前
司
保
季
を
殺
害
し
た
事

件
を
扱
っ
た
正
治
二
年
四
月
八
日
・
十
日
条
は
、『
明
月
記
』
を
利
用
し
た
作
文
と

み
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
、
公
家
日
記
を
も
と
に
し
た
可
能
性
の
あ
る
記
事
は
数
件
認

め
ら
れ
る
。
た
だ
、
飛
脚
や
使
者
の
鎌
倉
到
着
ま
で
も
公
家
日
記
の
み
に
よ
っ
て
記

す
の
は
難
し
く
、『
建
治
三
年
記
』
で
も
、
飛
脚
・
使
者
や
幕
府
の
重
要
人
物
の
出

入
り
が
か
な
り
記
事
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
鎌
倉
側
で
記
録
さ
れ
た

情
報
と
、
公
家
の
日
記
類
を
組
合
せ
て
構
成
し
た
と
み
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
［
益
田　

一
九
七
一
・
高
橋　

二
〇
一
一
］。

（
２
）
雄
弁
に
語
る
人
々

こ
の
よ
う
に
、
天
候
記
載
を
有
す
る
日
条
は
、
基
本
的
に
は
日
記
類
を
原
史
料
に

想
定
し
う
る
。
と
は
い
え
、
同
一
の
日
条
で
も
複
数
の
内
容
で
構
成
さ
れ
る
記
事

や
、
右
に
触
れ
た
京
都
の
情
報
の
よ
う
に
、
一
つ
の
話
題
に
つ
い
て
複
数
の
原
史
料

を
組
合
せ
た
と
み
ら
れ
る
記
事
の
存
在
を
念
頭
に
置
く
と
、
天
候
記
載
が
あ
る
こ
と

を
も
っ
て
、
そ
の
日
条
全
体
が
同
時
代
の
日
記
類
に
基
づ
く
と
み
て
よ
い
わ
け
で
は

な
い
、
と
い
う
点
は
注
意
を
要
す
る
［
高
橋　

二
〇
一
五
・
二
〇
一
九
］。

特
に
頼
家
将
軍
記
で
は
、
北
条
政
子
・
泰
時
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
富
む
発
言
が
見

え
る
日
条
に
、
天
候
記
載
を
伴
う
も
の
が
多
い
。
け
れ
ど
も
、
仮
に
幕
府
吏
僚
の
日

記
を
原
史
料
に
し
た
と
し
て
、
そ
う
し
た
日
記
に
発
言
の
一
部
始
終
が
書
き
留
め
ら

れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
特
に
著
名
な
会
話
の
記
事
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

①　
頼
家
を
叱
責
す
る
政
子

正
治
元
年
八
月
十
九
・
二
十
日
条
に
は
、
安
達
景
盛
の
妾
に
横
恋
慕
し
た
頼
家

が
、
讒
言
に
よ
り
景
盛
を
討
と
う
と
し
た
た
め
、
政
子
が
間
に
入
り
、
景
盛
の
父
盛

長
の
甘
縄
宅
に
赴
い
て
事
を
収
め
る
と
と
も
に
、「
楚
忽
之
至
、
不
義
甚
也
」（
二
十

日
条
）
な
ど
と
頼
家
を
叱
責
す
る
場
面
が
あ
る
。
頼
家
の
「
暗
君
」
ぶ
り
を
示
す
代

表
例
で
あ
る
。
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こ
の
騒
動
に
関
係
す
る
日
条
に
は
す
べ
て
天
候
記
載
が
あ
り
、
盛
長
宅
へ
の
渡

御
、
逗
留
、
還
御
と
い
っ
た
両
日
の
政
子
の
基
本
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
、
日
記
類

に
基
づ
く
と
み
て
も
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
た
か
も
政
子
の
「
肉
声
」
を
書
き
留
め
た
か
の
よ
う
な
会
話

文
は
、「
倦
政
道
而
不
知
民
愁
、
娯
倡
棲
而
不
顧
人
謗
」（
二
十
日
条
）
の
よ
う
に
、

不
読
助
字
も
用
い
な
が
ら
か
な
り
の
文
飾
が
施
さ
れ
て
お
り
、
政
子
自
身
の
生
の
言

葉
が
そ
の
ま
ま
記
録
さ
れ
た
と
は
み
な
せ
な
い
も
の
で
あ
る
［
高
橋　

二
〇
一
五
］。

『
吾
妻
鏡
』
の
編
纂
時
に
は
、
例
え
ば
承
久
の
乱
で
の
演
説
シ
ー
ン
の
よ
う
に
、
早

い
段
階
か
ら
伝
承
化
し
た
「
政
子
説
話
」
と
も
い
う
べ
き
言
説
が
流
布
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
が
［
黒
嶋　

二
〇
一
四
］、
こ
の
会
話
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
も
の
の

一
端
が
記
事
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
子
の
発
言
部
分
に

つ
い
て
は
、
こ
の
件
に
関
わ
る
言
説
、
あ
る
い
は
独
自
の
作
文
に
よ
る
と
み
る
べ
き

で
あ
り
、
割
引
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

②　
平
知
康
を
め
ぐ
っ
て

頼
家
周
辺
で
蹴
鞠
が
盛
ん
だ
っ
た
建
仁
二
年
六
月
、
政
子
は
鞠
会
を
見
る
た
め
自

ら
御
所
に
足
を
運
ん
だ
（
六
月
二
十
五
日
条
）。
鞠
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
が
、

翌
日
、
自
邸
に
戻
っ
た
政
子
は
態
度
を
一
変
、
後
白
河
院
の
近
臣
で
あ
っ
た
平
知
康

に
つ
い
て
苦
言
を
呈
し
た
と
い
う
（
二
十
六
日
条
）。

原
因
は
先
述
の
鞠
会
後
の
酒
宴
で
の
一
幕
に
あ
っ
た
。
酔
っ
た
知
康
が
時
連
に
改

名
を
勧
め
、
頼
家
に
「
将
軍
直
可
仰
之
」
と
け
し
か
け
る
と
、
頼
家
も
乗
っ
て
こ
れ

を
命
じ
、
時
連
も
承
諾
し
た
（
二
十
五
日
条
、
史
料
２
―
①
・
②
）。
こ
れ
に
政
子
は
、

知
康
が
「
独
歩
の
思
」
を
な
す
の
は
非
常
に
け
し
か
ら
ぬ
、
こ
の
よ
う
な
者
を
親
し

く
仕
え
さ
せ
て
い
る
の
は
、
頼
朝
の
遺
志
に
背
く
も
の
だ
、
と
お
か
ん
む
り
で
あ
っ

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
二
十
六
日
条
）。

だ
が
こ
の
話
も
、
そ
の
史
実
性
に
は
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
知
康
の
発
言
の
部
分

で
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
「
将
軍
」
に
な
っ
て
い
な
い
頼
家
を
「
将
軍
」
と
表
現
し

て
い
る
の
は
（
頼
家
の
征
夷
大
将
軍
補
任
は
こ
の
翌
月
）、
こ
の
話
自
体
が
後
世
に

成
立
し
た
言
説
に
取
材
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
お
そ
ら
く
、
時
房
へ
の
改
名
に

関
し
て
、
後
に
こ
の
よ
う
な
逸
話
が
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

当
日
の
日
記
に
記
さ
れ
た
会
話
文
で
は
あ
り
え
な
い
。

ま
た
政
子
は
知
康
に
つ
い
て
、「
伊
予
守
義
仲
襲
法
性〔

住
〕寺

殿
、
依
致
合
戦
、
卿
相

雲
客
及
恥
辱
、
其
根
元
起
於
知
康
凶
害
也
、
又
同
意
義
経
朝
臣
、
欲
亡
関
東
之
間
、

先
人
殊
令
憤
給
、
可
被
解
官
追
放
之
旨
、
被
経
奏
聞
訖
、
而
今〔

ホ
金
吾
〕忘［ホ

彼
］先
非
、
被

免
眤
近
、
背
亡
者
御
本
意
」
と
し
て
、
義
仲
が
起
こ
し
た
法
住
寺
合
戦
が
彼
の
「
凶

害
」
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
義
経
へ
の
同
意
に
よ
り
激
怒
し
た
頼
朝
が
解

官
・
追
放
を
後
白
河
院
に
申
し
入
れ
た
経
緯
を
述
べ
て
い
る
（
二
十
六
日
条
、「
ホ
」

は
北
条
本
に
よ
る
）。

し
か
し
こ
れ
も
、『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
は
、
法
住
寺
合
戦
後
に
鎌
倉
に
下
向

し
た
大
江
公
朝
が
、
頼
朝
に
「
知
康
カ
凶
害
ニ
テ
今
度
ノ
乱
ヲ
発
シ
タ
ル
」
こ
と
を

述
べ
る
と
、
驚
い
た
頼
朝
は
「
サ
様
ノ
者
ヲ
猶
モ
近
ク
召
仕
セ
給
ワ
ム
ニ
ヲ
イ
テ

ハ
、
自
今
以
後
モ
僻
事
出
ク
ヘ
シ
、
知
康
召
仕
セ
給
ヘ
カ
ラ〔

ス
脱
カ
〕

」
と
院
に
奏
し
た
と
し

て
、
同
趣
旨
の
内
容
が
公
朝
に
よ
る
頼
朝
へ
の
弁
明
と
い
う
設
定
で
登
場
す
る（

（1
（

。

す
な
わ
ち
、
知
康
の
評
価
に
関
す
る
同
源
の
逸
話
が
、『
吾
妻
鏡
』
で
は
政
子
、『
延

慶
本
平
家
物
語
』
で
は
公
朝
の
口
を
借
り
る
形
で
取
り
込
ま
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
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だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も
政
子
に
よ
る
実
際
の
発
言
と
は
認
め
が
た
い
。

こ
こ
も
両
日
の
記
事
に
は
天
候
記
載
が
あ
り
、
基
本
的
な
動
静
に
つ
い
て
は
日
記

類
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
知
康
や
政
子
の
会
話
は
、
両
日
の
出
来
事
に
か
け
て
別
に

加
え
ら
れ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

③　
忠
臣
は
二
君
に
事
え
ず

右
の
よ
う
に
、
特
定
人
物
の
会
話
が
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
た
言
説
を
盛
り
込
む
形

で
構
成
さ
れ
た
と
思
し
き
事
例
は
、
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。

頼
家
期
の
大
き
な
騒
動
と
し
て
、
御
家
人
集
団
の
弾
劾
を
受
け
た
梶
原
景
時
が
鎌

倉
を
追
放
さ
れ
、
滅
亡
し
た
事
件
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
で
は
そ
の
き
っ
か

け
を
、
頼
朝
供
養
の
た
め
の
唱
名
を
主
宰
し
た
結
城
朝
光
が
「
吾
聞
、
忠
臣
不
事
二

君
云
々
、
殊
蒙
幕
下
厚
恩
也
、
遷
化
之
刻
、
有
遺
言［
之ホ

］間
、
不
令
出
家
遁
世
之

條
、
後
悔
非
一
、
且
今
見
世
上
、
如
蹈
薄
氷
」（
正
治
元
年
十
月
二
十
五
日
条
）
と
述

べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
景
時
が
讒
言
し
た
こ
と
に
求
め
る
（
同
月
二
十
七
日
条
）。
窮

地
に
陥
っ
た
朝
光
は
三
浦
義
村
に
相
談
す
る
が
、
そ
の
中
で
、「
謂
二
君
者
、
不
依

必
父
子
兄
弟
歟
、
後
朱
雀
院
御
悩
危
急
之
間
、
奉
譲
御
位
於
東
宮
〈
後
冷
泉［
院ナ

］〉

御
、
以
後
三
条
院
被
奉
立
坊
、
于
時
召
宇
治
殿
、
被
仰
置
両
所
御
事
、
於
今
上
御
事

者
承
之
由
申
給
、
至
東
宮
御
事
者
、
不
被
申
御
返
事
云
々
、
先
規
如
此
」
と
、
自
身

の
発
言
に
つ
い
て
後
三
条
院
立
太
子
の
際
の
先
蹤
を
あ
げ
て
説
明
し
た
と
い
う
（
同

日
条
、「
ナ
」
は
南
部
本
に
よ
る
）。

こ
の
騒
動
も
、
関
係
す
る
日
条
に
は
ほ
ぼ
天
候
記
載
が
あ
り
、
部
分
的
に
日
記
類

が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
だ
が
右
の
朝
光
の
発
言
に
つ
い
て
は
、『
古
事
談
』

な
ど
に
同
趣
旨
の
説
話
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
し
た
か
、
同
源
の

説
話
を
も
と
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う（

（1
（

［
河
内　

二
〇
〇
七
］。
そ
も
そ
も
こ
の

件
は
、『
史
記
』
に
由
来
す
る
「
忠
臣
不
事
二
君
」
を
は
じ
め
、
全
体
に
漢
語
的
な

表
現
が
目
立
ち
、
ま
た
そ
の
後
の
朝
光
の
立
場
に
も
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考

え
て
も（

（1
（

、
こ
と
の
顛
末
の
す
べ
て
が
実
際
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
種
々

の
典
拠
・
言
説
に
依
り
つ
つ
脚
色
さ
れ
た
部
分
も
多
く
含
む
と
み
な
さ
れ
る
。

④　
広
元
も
涙
し
た
泰
時
の
発
言

次
に
泰
時
の
場
合
、
頼
家
の
失
政
・
愚
行
と
も
と
れ
る
言
動
と
対
比
す
る
か
の
よ

う
に
、
泰
時
に
よ
る
模
範
的
な
言
動
が
描
か
れ
る
場
面
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
泰
時

の
顕
彰
目
的
で
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
五
味　

二
〇
〇
〇
］。

そ
の
泰
時
の
発
言
で
も
特
に
問
題
が
あ
る
の
が
、
先
述
の
若
狭
前
司
保
季
殺
害
事

件
を
め
ぐ
る
発
言
で
あ
る
。
大
江
広
元
が
犯
人
の
扱
い
に
つ
い
て
北
条
義
時
に
意
見

を
求
め
た
折
、
泰
時
も
「
為
郎
従
身
、
殺
害
諸
院
宮
昇
殿
者
、
於
武
士
又
非
指
本

意
、
白
昼
所
行
罪
科
重
哉
、
直
召
進
使
庁
可
被
誅
者
歟
」
と
述
べ
、
そ
れ
を
聞
い
た

広
元
は
感
歎
し
て
落
涙
に
及
ん
だ
と
い
う
（
正
治
二
年
四
月
十
日
条
）。

こ
の
日
条
に
も
詳
細
な
天
候
記
載
が
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
こ
の
事
件
に
関
す
る

記
事
は
、
か
な
り
の
部
分
が
『
明
月
記
』
か
ら
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
広
元
が
涙
し
た
と
い
う
泰
時
の
発
言
部
分
も
、
実
際
に
は
『
明
月

記
』
中
の
表
現
を
借
り
た
作
文
と
み
ら
れ
る
［
益
田　

一
九
七
一
・
五
味　

二
〇
〇
〇
］。

す
な
わ
ち
、
泰
時
を
顕
彰
す
る
目
的
で
、
そ
の
発
言
自
体
が
捏
造
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
頼
家
将
軍
記
に
見
え
る
著
名
な
会
話
文
の
う
ち
に
は
、
漢
語
的
な

表
現
を
駆
使
し
て
文
飾
が
施
さ
れ
た
も
の
や
、
他
の
文
献
や
説
話
的
な
伝
承
・
言
説
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か
ら
引
い
て
き
て
作
文
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
。
こ
う

し
た
会
話
は
、
特
に
伝
記
類
な
ど
で
人
物
像
を
説
く
上
で
多
用
さ
れ
、
そ
の
真
偽
を

疑
う
こ
と
な
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に

は
編
纂
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
や
考
え
方
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
は

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
は
た
し
て
現
実
の
も
の
か
、
慎
重
に
検
証
し
た
上
で
用
い

る
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
検
討
し
た
会
話
文
以
外
に
も
、
天
候
記
載
の
あ
る
日
条
に
、
編
者
サ
イ
ド

の
評
語
な
ど
後
世
の
視
点
か
ら
の
記
述
や
、
日
記
類
と
は
別
の
情
報
源
に
基
づ
く
記

述
が
加
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。
同
じ
日
の
記
事
で
も
、
文
脈
ご
と
に

情
報
源
を
丹
念
に
吟
味
し
な
が
ら
読
み
進
め
て
い
く
作
業
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

三　
天
候
記
載
の
な
い
記
事
と
原
史
料
Ⅰ　
後
発
的
な
記
録
類

右
の
よ
う
に
、
天
候
記
載
の
あ
る
日
条
で
も
全
体
が
日
記
類
に
拠
る
わ
け
で
は
な

い
一
方
で
、
頼
家
将
軍
記
で
は
、
天
候
記
載
の
な
い
日
条
に
も
、
先
の
高
橋
氏
に
よ

る
各
分
類
に
該
当
す
る
記
事
が
か
な
り
多
い
点
は
、
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
幕
府
の
恒
例
・
臨
時
の
行
事
や
頼
家
の
動
向
に
関
し
て
は
、
天
候
記
載

の
あ
る
日
条
と
な
い
日
条
が
混
在
し
て
お
り
、
一
概
に
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
。
だ

が
、
記
事
の
内
容
を
精
査
す
る
と
、
特
定
の
話
題
を
扱
っ
た
記
事
に
天
候
記
載
の
な

い
も
の
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
話
題
単
位
の
記
事
の
か
た
ま
り
が
い
く
つ
か
検

出
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
伝
写
過
程
で
の
欠
落
な
ど
の
例
外
的
な
要
因
で

は
処
理
で
き
ず
、
原
史
料
段
階
に
遡
る
事
情
を
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
少
し
見
方
を
変
え
て
、
話
題
と
し
て
は
日
記
類
に
拠
っ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
が
、
天
候
記
載
の
な
い
記

事
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
原
史
料

の
問
題
を
今
少
し
深
入
り
し
て
考

え
て
み
た
い
。

　
　
①　

�

年
始
の
椀
飯
（【
表
2
】

参
照
）

幕
府
の
行
事
に
関
す
る
記
事
で

特
に
興
味
深
い
の
は
、
正
治
二
年

に
集
中
す
る
年
始
の
椀
飯
の
記
事

に
、
ほ
ぼ
天
候
記
載
が
な
い
点
で

あ
る
。
例
え
ば
同
年
正
月
一
日
か

ら
八
日
ま
で
毎
日
椀
飯
の
記
事
が

続
く
が
、
天
候
記
載
は
全
く
な

い
。
同
年
は
さ
ら
に
十
三
・
十

五
・
十
八
日
条
に
も
椀
飯
の
記
事

が
あ
り
、
こ
の
三
日
分
に
は
天
候

記
載
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
別
の

話
題
（
頼
家
の
動
向
）
と
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
。

椀
飯
の
記
事
が
恒
常
的
に
見
え

る
頼
経
将
軍
記
以
降
は
、
椀
飯
の

み
を
内
容
と
す
る
日
条
で
も
多
く

【表２】源氏将軍段階の椀飯記事と天候記載 

 年 元日 ２日 ３日 備考 

頼朝 建久２ ×千葉常胤 ×三浦義澄 ×小山朝政 ５日× 

建久３ × (記事なし) (記事なし)  

建久４ ×千葉常胤 (記事なし) (記事なし)  

建久５ ×足利義兼 (記事なし) (記事なし)  

建久６ ×足利義兼 ×千葉常胤 ×小山朝政  

頼家 正治２ ×北条時政 ×千葉常胤 ×三浦義澄 4-8日×,13･15･18日○(別件あり) 

実朝 元久２ ×北条時政 (記事なし) ×千葉成胤  

建暦元 ×北条義時 ×大江広元 ×小山朝政  

建暦２ ×北条義時 ×大江広元 ×小山朝政  

建暦３ ○大江広元 ×北条義時 ×北条時房 ４日×(和田義盛),１日は別件あり 

頼経 貞応元-
寛元２ 

○19 例 
×３例 

○11 例 
×６例 

○10 例 
×５例 

貞応元年→７日○,８日× 
元仁元年→４日○ 

○＝天候あり，×＝天候なし，人名＝沙汰人。頼経将軍記は全期間を通した総数で示している 
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が
天
候
記
載
を
伴
い
、
ま
た
『
建
治
三
年
記
』
や
康
有
の
子
時
連
の
『
永
仁
三
年

記
』
に
も
記
述
が
あ
る
か
ら
、
日
記
類
に
記
さ
れ
る
べ
き
事
項
と
い
え
る
が
、
記
事

が
散
発
的
な
実
朝
将
軍
記
ま
で
は
、
椀
飯
の
み
で
構
成
さ
れ
る
日
条
に
は
ほ
ぼ
天
候

記
載
が
な
い
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
頼
家
・
実
朝
将
軍
記
中
、
正
月
一
日
～
三
日

条
で
天
候
記
載
を
伴
う
も
の
（
建
仁
三
年
、
建
永
元
年
）
に
は
、
椀
飯
の
話
題
が
ほ

ぼ
見
え
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
天
候
記
載
を
も
つ
日
記
類

か
ら
は
、
椀
飯
の
情
報
は
ほ

と
ん
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
と

解
さ
れ
る
。

と
す
る
と
、
源
氏
将
軍
段

階
の
椀
飯
の
記
事
は
、
基
本

的
に
は
同
時
代
の
日
記
類
で

は
な
く
、
椀
飯
な
ど
の
儀
礼

に
特
化
し
た
部
類
記
な
ど
、

後
発
的
な
記
録
類
を
共
通
の

原
史
料
と
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
②　

�

蹴
鞠
関
係
の
記
事

（【
表
3
】
参
照
）

同
様
に
、
天
候
記
載
を
持

た
な
い
日
条
の
か
た
ま
り
が

検
出
で
き
る
話
題
と
し
て
、

建
仁
年
間
に
集
中
す
る
蹴
鞠

の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。
建

仁
元
年
秋
、
後
鳥
羽
院
か
ら

【表３】頼家将軍記中の蹴鞠関係記事 
 

日付 天候 場所 参加者 回数 別件 特記事項 

1 正治 1.11.18 晴 能員宅 Ａ × 有 
 

2 正治 1.11.19 陰 能員宅 Ｄ × 有 人数同昨日＋個別 

3 正治 2.6.16 霽 広元亭 Ａ × 有 京から鞠取寄せ 

4 建仁 1.7.6 晴 御所 Ａ × × 百日御鞠開始 

5 建仁 1.9.7 霽 ―― ―― ―― × 紀行景鎌倉着 

6 建仁 1.9.9 晴 御所 ―― ―― × 頼家，行景と対面 

7 建仁 1.9.11 快霽 御所 Ａ × × 紀行景参着後初 

8 建仁 1.9.15 晴 御所 Ｂ △ 有 
 

9 建仁 1.9.20 晴 御所 Ｂ ○ 有 ｢抛政務｣ 

10 建仁 1.9.22 陰 (御所) Ｃ1 × × 泰時，能成に苦言 

11 建仁 1.10.1 晴 御所 Ａ ○ × 
 

12 建仁 1.10.21 × 御所 Ａ ○ × 
 

13 建仁 1.11.2 晴 御所 BC1★ ○ × 
 

14 建仁 1.12.18 × 御所 Ｃ1★ ○ × 
 

15 建仁 2.1.10 × (御所) Ａ ○ × 御鞠始，装束記載 

16 建仁 2.1.12 × (御所) Ｃ1 ○ × 三善康清宅に移動 

17 建仁 2.1.29 × 親能宅 ―― ―― × 政子の制止で中止 

18 建仁 2.2.20 × ―― ―(Ｂ) ―― × 相模国積良辺へ 

19 建仁 2.2.21 × ―― ―― ―― × 積良の柳を移植 

20 建仁 2.2.27 × 鶴岡 Ｂ ○ × 鶴岡別当が鞠足饗応 

21 建仁 2.3.8 × 御所 Ｃ2★ × 有 ｢此御会連日儀也｣ 

22 建仁 2.3.14 × (御所) Ｃ1 ○ 有 
 

23 建仁 2.3.15 × (御所) × ○ 有 終日 

24 建仁 2.4.13 晴 親能宅 Ａ △ 有 風烈，南風頻扇 

25 建仁 2.4.27 × (御所) Ｃ2 ○ × 頼家の小鞠の技術 

26 建仁 2.5.20 × 御所 Ａ ○ × 時連らは脚気で見証 

27 建仁 2.6.25 陰 御所 Ａ ○ 有 夕立あり，政子入御 

28 建仁 2.7.29 × (御所) Ａ ○ × 
 

29 建仁 2.8.21 × (御所) Ｃ2★ ○ × 
 

30 建仁 2.9.10 霽 (御所) Ａ ○ 有 三ヶ度（朝･昼･夕） 

31 建仁 2.9.15 × 御所 Ａ ○ 有 頼家・行景小鞠勝負 

32 建仁 2.10.8 晴 康清宅 × × 有 水たまりがあり不調 

33 建仁 2.10.29 × 御所 ―― ―― × 御所北壺に切立設置 

34 建仁 3.1.2 晴 康清宅 Ａ × 有 頼家御行始 

35 建仁 3.1.20 × 康清宅 BC2★ ○ 有 
 

36 建仁 3.2.16 × (御所) Ａ × × 
 

37 建仁 3.3.4 × 康清宅 Ａ × 有 
 

38 建仁 3.3.26 × 康清宅 Ａ × 有 ｢此間隔日御鞠也｣ 

39 建仁 3.4.21 × (御所) Ａ × × 
 

40 建仁 3.5.18 × 鶴岡 Ｃ2★ × 有 
 

41 建仁 3.5.29 × 康清宅 Ａ × × 頼家不在 

42 建仁 3.7.18 × 御所 Ａ × × ｢今日以後無此会｣ 

参加者欄→Ａ：個別に記載，Ｂ：代表者(｢○○以下｣など)，Ｃ1：｢人数同前｣， 
Ｃ2：｢人数如例｣，Ｄ：その他，――：鞠会なし 
Ｃ1・Ｃ2 の後の★は，直前の日条を受けていないもの(蹴鞠以外の話題) 

回数欄→○：数字で記載，△：数字なし，別件欄→有：同日条に蹴鞠以外の内容を含む 
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の
上
足
（
蹴
鞠
の
名
手
）
派
遣
を
前
に
「
百
日
御
鞠
」
を
始
め
て
以
降
（
同
年
七
月

六
日
条
）、
頼
家
が
重
病
を
患
う
直
前
の
建
仁
三
年
七
月
ま
で
約
四
十
日
分
と
、
こ

の
間
の
記
事
（
一
一
八
日
分
）
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
上
足
紀

行
景
の
下
向
に
伴
っ
て
特
記
事
項
の
多
い
建
仁
元
年
秋
ま
で
は
天
候
記
載
を
伴
っ
て

お
り
、
当
時
の
日
記
類
に
基
づ
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
年
末
以
降
は
大
き
く
減
少

し
、
建
仁
三
年
に
至
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
天
候
記
載
が
な
い
。

記
事
の
内
容
も
、
場
所
、
参
加
者
、
鞠
数
、
見
証
の
人
物
、
お
よ
び
装
束
や
所
作

な
ど
の
特
記
事
項
と
、
詳
細
な
情
報
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
そ
の
う
ち
大
半
の
記
事

で
言
及
の
あ
る
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
列
挙
し
た
日
条
も
多
い
が
、
一
方
で

「
人
数
同
前
」
な
ど
と
、
既
出
記
事
を
前
提
に
省
略
し
た
も
の
も
同
程
度
に
目
立
ち
、

し
か
も
先
行
す
る
日
条
の
記
事
を
受
け
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
点
も
注
意
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
書
き
ぶ
り
は
蹴
鞠
記
事
全
体
に
お
お
よ
そ
共
通
し
て
お
り
、
天
候
の
有

無
に
よ
る
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
蹴
鞠
の
具
体
的
な
部
分
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
関
心
の
も
と
に
な
る
共
通
の
原
史
料
に
拠
っ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
特
に
終
出
と
な
る
建
仁
三
年
七
月
十
八
日
条
に
付
さ
れ
た
「
今
日
以
後
無
此

会
」
と
い
う
結
果
を
知
る
立
場
か
ら
の
注
記
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
は
頼
家
期
の
蹴

鞠
の
全
容
が
明
ら
か
な
後
世
の
視
点
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
同
時
期
の
公
家
社
会
で
は
、
例
え
ば
後
鳥
羽
院
周
辺

の
鞠
会
に
関
す
る
『
道
家
公
鞠
日
記
』
な
ど
、
先
例
の
抽
出
を
意
図
し
た
と
み
ら
れ

る
、
日
記
の
別
記
や
抜
書
の
形
を
と
る
鞠
会
の
記
録
が
作
成
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る

［
桑
山　

一
九
九
四
］。
実
朝
以
降
の
幕
府
で
も
蹴
鞠
は
好
ま
れ
、
後
に
は
「
旬
御
鞠
」

に
際
し
て
奉
行
も
置
か
れ
た
こ
と
な
ど
を
念
頭
に
置
く
と
（
弘
長
三
年
正
月
十
日

条
）、
鎌
倉
に
お
い
て
も
鞠
会
の
先
例
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
す
る
と
、
鞠
会
の
具
体
的
内
容
を
記
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
頼
家
期
の
蹴
鞠

に
関
わ
っ
た
人
物
の
日
記
な
ど
か
ら
、
先
例
と
な
る
べ
き
蹴
鞠
関
係
の
内
容
を
集
め

た
二
次
的
な
記
録
類
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

③　
事
件
・
変
異
の
記
事
（【
表
4
】
参
照
）

い
ま
一
つ
注
意
さ
れ
る
ま
と
ま
り
と
し
て
、
十
二
支
に
よ
る
時
刻
表
記
が
あ
る
も

の
の
、
天
候
記
載
の
な
い
日
条
が
あ
げ
ら
れ
る
。
時
刻
を
有
す
る
記
事
に
は
天
候
記

載
も
伴
う
こ
と
が
多
く
、
頼
家
将
軍
記
で
も
半
数
以
上
が
該
当
す
る
が
、
そ
れ
で
も

四
割
程
度
は
、
原
史
料
か
ら
当
日
の
天
候
の
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

（【
表
1
】
参
照
）。

こ
う
し
た
記
事
は
、
内
容
的
に
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
正
治
二
年
正
月
の
梶
原
景
時
の
滅
亡
や
建
仁
三
年
の
比
企
氏
の
乱
な
ど
、
合

戦
・
軍
事
行
動
や
事
件
の
展
開
・
推
移
に
関
わ
る
も
の
で
、
例
え
ば
前
者
に
つ
い
て

の
「
合
戦
記
録
」（
正
治
二
年
正
月
二
十
三
日
条
）
な
ど
、
報
告
書
や
調
書
の
類
が
主

た
る
情
報
源
と
し
て
想
定
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
原
史
料
の
性
格
上
、
得
ら
れ
る
情

報
が
時
刻
の
み
と
い
う
の
も
理
解
で
き
る
。

も
う
一
つ
は
、
天
変
や
怪
異
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
頼
家
将
軍
記
で
こ
の
分
類

の
記
事
に
天
候
記
載
が
あ
る
の
は
、
先
述
の
椀
飯
と
同
様
に
複
数
の
話
題
か
ら
な
る

日
条
に
限
ら
れ
、
大
半
が
天
候
な
し
、
時
刻
あ
り
の
パ
タ
ー
ン
で
共
通
す
る
。

天
変
な
ど
特
異
な
事
象
が
生
じ
た
際
に
は
、
陰
陽
師
ら
が
吉
凶
の
占
い
・
勘
申
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
種
の
記
事
の
原
史
料
の
候
補
と
し
て
、
陰
陽
師
の
家
に
残
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さ
れ
た
記
録
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
［
高
橋　

二
〇
一
一
］。
吉
凶
の
判
断
に
は
事
象
の

発
生
・
確
認
時
刻
が
重
要
な
基
準
で
あ
り
、
時
刻
は
必
須
の
情
報
と
し
て
特
記
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

た
だ
頼
家
期
の
場
合
、
専
門
の
陰
陽
師
が
鎌
倉
に
常
駐
す
る
以
前
の
段
階
に
あ
る

こ
と
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
天
候
の
情
報
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
の
日
記
そ
の
も
の
と

い
う
よ
り
は
、
陰
陽
師
が
関
わ
る
事
象
の
情
報
を
先
例
と
し
て
蓄
積
・
整
理
し
た
、

後
代
の
記
録
類
を
候
補
と
し
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い（

（1
（

。

例
え
ば
、
建
仁
三
年
に
は
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
鳩
の
怪
死
の
記
事
が
集
中
し
、
頼
家

の
病
気
引
退
、
比
企
氏
の
滅
亡
と
い
う
結
末
を
暗
示
す
る
構
造
の
よ
う
に
も
と
れ

る
。
た
だ
、
実
朝
暗
殺
の
直
前
に
も
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
る
と

（
承
久
元
年
正
月
二
十
五
日
条
）、
後
に
八
幡
神
の
使
者
た
る
鳩
の
怪
異
の
先
例
（
あ

る
い
は
伝
承
）
が
蓄
積
さ
れ
、
源
氏
将
軍
の
有
事
に
共
通
す
る
予
兆
と
し
て
整
理
・

理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
事
に
反
映
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。

ま
た
宝
治
合
戦
の
直
前
、
陸
奥
津
軽
の
海
辺
に
大
魚
が
漂
着
す
る
と
、「
世
御
大

事
」
の
予
兆
と
し
て
、
奥
州
合
戦
や
和
田
合
戦
と
と
も
に
建
仁
三
年
の
頼
家
の
有
事

が
先
例
に
挙
げ
ら
れ
た
と
い
う
（
宝
治
元
年
五
月
二
十
九
日
条
）。
京
都
で
も
、
寛
元

三
年
の
正
月
に
雷
鳴
が
続
い
た
上
、
鎌
倉
の
大
雪
の
情
報
が
入
っ
た
際
、「
将
軍
有

事
」
の
前
に
は
大
雪
が
降
り
、
正
月
の
雷
鳴
は
「
将
軍
有
災
」
と
結
び
つ
く
と
し

て
、
と
も
に
頼
家
の
先
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
天
変
や
怪
異
の

発
生
に
際
し
て
、
そ
の
事
象
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
解
釈
す
る
必
要
上
、
参
照
す
べ

き
先
例
な
ど
を
集
め
た
媒
体
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
想
定
し
た
よ
う
な
、
蹴
鞠
や
怪
異
な
ど
特
定
の
事
項
を
扱
う

二
次
的
な
記
録
類
を
利
用
し
た
可
能
性
の
あ
る
記
事
は
、
頼
家
将
軍
記
後
半
の
特
に

建
仁
二
・
三
年
、
同
時
代
の
日
記
類
に
恵
ま
れ
な
い
中
、
対
照
的
に
比
重
が
高
ま
っ

【表４】頼家将軍記中の天候なし，時刻ありの記事と天変・怪異記事 

 日付 天 時 内 容 分類 別件 

1 正治 1.5.16 × 丑 大地震 Ｂ天変 有 

2 正治 1.5.22 × 丑 火災 Ｂ火災  

3 正治 2.1.21 × 巳 梶原景時らの首を路次に懸く Ａ合戦  

4 正治 2.1.23 × 酉 駿河国住人等が合戦記録を献ず Ａ合戦 有 

5 正治 2.8.21 × 午 宮城四郎，芝田次郎追討に進発 Ａ合戦  

6 建仁 1.2.3 × 未 飛脚到着(京都で事件発生) Ｂ飛脚  

7 建仁 1.3.10 × 卯 地震，火災(未刻) Ｂ天変  

8 建仁 1.9.20 ○ 深更 ｢月星｣のようなものが落ちる Ｂ天変 有 

9 建仁 2.1.28 × 卯 大地震，朝日が両輪(辰一点) Ｂ天変  

10 建仁 2.8.18 ○ 午 鶴岡若宮西廻廊に鳩飛来(酉まで) Ｂ恠異 有 

11 建仁 2.12.24 × 卯 地震，雷鳴(北条本は本文に｢雪降｣) Ｂ天変  

12 建仁 3.3.10 × 亥 頼家病悩(時刻は前日) Ｂ病気  

13 建仁 3.5.19 × 子 阿野全成を召籠 Ａ事件  

14 建仁 3.5.25 × 申 阿野全成配流 Ａ事件  

15 建仁 3.6.30 × 辰 鶴岡若宮で鳩怪死 Ｂ恠異  

16 建仁 3.7.4 × 未 鶴岡で鳩の食合、怪死 Ｂ恠異  

17 建仁 3.7.9 × 辰 鶴岡で鳩怪死 Ｂ恠異  

18 建仁 3.9.2 × 未他 比企能員一族滅亡(比企氏の乱) Ａ事件  

19 建仁 3.9.6 × (晩) 新田忠常誅殺 Ａ事件  

天変・怪異記事については天候記載のあるものも挙げている。 
分類欄…Ａ＝合戦・事件関係，Ｂ＝陰陽師に関係する案件 
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て
い
る
。
こ
う
し
た
文
献
で
は
主
題
と
関
係
な
い
情
報
は
落
と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
か
ら
、
結
果
と
し
て
頼
家
将
軍
記
の
後
半
は
、
内
容
面
で
蹴
鞠
や
怪

異
へ
の
偏
り
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
は
従
来
、
頼
家
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
に

直
結
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
依
拠
し
た
原
史
料
の
問
題
も
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四　
天
候
記
載
の
な
い
記
事
と
原
史
料
Ⅱ　
文
書
の
利
用

（
１
）
存
在
が
明
示
さ
れ
た
文
書
（【
表
5
】）

頼
家
将
軍
記
全
体
の
半
数
強
を
占
め
る
天
候
記
載
の
な
い
日
条
の
う
ち
に
は
、
右

の
よ
う
に
後
発
的
・
二
次
的
な
記
録
類
が
原
史
料
と
み
な
し
う
る
も
の
も
一
定
程
度

存
在
す
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
有
力
な
情
報
源
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
が
文
書
史
料

で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
頼
朝
将
軍
記
が
多
く
の
文
書
を
引
用
す
る
の
に
対
し
、
頼
家
将
軍
記

で
は
文
書
そ
の
も
の
の
直
接
的
な
引
用
は
わ
ず
か
二
通
と
極
端
に
少
な
い（

（1
（

。

一
通
は
、
建
久
十
（
正
治
元
）
年
三
月
二
十
三
日
付
で
大
江
広
元
が
奉
じ
た
伊
勢

祭
主
宛
て
御
教
書
で
、
お
そ
ら
く
頼
家
の
代
始
に
伴
う
祈
禱
の
た
め
、
地
頭
職
を
停

止
・
寄
進
し
た
伊
勢
神
宮
領
六
ケ
所
の
リ
ス
ト
で
あ
る
（
同
日
条
）。
頼
家
将
軍
記

以
降
、
寺
社
や
御
家
人
宛
て
の
権
利
文
書
の
直
接
引
用
は
例
外
的
に
な
る
一
方
、
頼

朝
将
軍
記
で
は
伊
勢
神
宮
関
係
文
書
の
引
用
は
多
く
、
こ
れ
ら
は
伊
勢
神
宮
が
幕
府

に
提
出
し
た
文
書
群
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
高
橋　

二
〇
〇
六
・
〇

七
］。
当
該
文
書
も
こ
の
文
書
群
に
入
っ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。

も
う
一
通
は
、
正
治
二
年
正
月
二
十
三
日
条
に
引
用
さ
れ
た
同
月
二
十
一
日
付
の

合
戦
注
文
（
吉
川
本
は
日
付
な
し
）
で
、
京
都
を
め
ざ
す
梶
原
景
時
ら
を
討
ち
取
っ

た
駿
河
国
住
人
ら
が
、
鎌
倉
に
参
着
し
て
提
出
し
た
「
合
戦
記
録
」
の
一
部
と
み
ら

れ
る
。
同
月
二
十
日
条
に
は
駿
河
で
の
合
戦
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

提
出
さ
れ
た
「
合
戦
記
録
」
な
ど
後
日
の
報
告
に
基
づ
く
も
の
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
こ
れ
以
外
に
文
書
が
編
纂
材
料
と
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
本
文
中
に
文
書
の
作
成
や
発
給
の
事
実
が
明
示
さ
れ
た
記
事
は
、
十
数
例
ほ
ど

あ
げ
ら
れ
る
（【
表
5
】
①
）。
こ
れ
ら
の
多
く
が
天
候
記
載
を
も
た
ず
、
文
言
の
引

用
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
実
際
の
文
書
に
拠
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
現
存
数
自
体
少
な

い
頼
家
期
の
発
給
文
書
に
関
す
る
情
報
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
一
方
で
少
数
な
が

ら
存
在
す
る
天
候
記
載
を
伴
う
記
事
は
、
日
記
類
に
記
録
さ
れ
た
文
書
の
発
給
手
続

き
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
頼
家
期
の
実
務
を
知
る
上
で
も
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
幕
府
側
に
も
た
ら
さ
れ
た
文
書
が
明
示
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
（【
表
5
】

②
）。
こ
の
う
ち
、
朝
廷
の
宣
旨
や
改
元
詔
書
、
除
書
の
到
来
は
大
半
が
天
候
を

伴
っ
て
お
り
、
日
記
類
に
拠
る
可
能
性
が
高
い
が
、
御
家
人
が
款
状
や
請
文
を
提
出

し
た
と
す
る
記
事
は
、
御
家
人
宛
て
の
文
書
と
と
も
に
天
候
の
な
い
も
の
が
主
流

で
、
御
家
人
の
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
や
言
説
が
情
報
源
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
個
別
の
御
家
人
で
は
佐
々
木
氏
関
係
の
内
容
が
目
立
つ
が
、『
吾
妻
鏡
』

を
通
し
て
佐
々
木
氏
に
伝
わ
る
文
書
・
言
説
の
影
響
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
て
お
り

［
五
味　

二
〇
〇
〇
・
高
橋　

二
〇
〇
七
］、
そ
れ
に
重
な
る
傾
向
と
し
て
注
意
さ
れ

る
。
ま
た
河
野
氏
に
つ
い
て
も
、
偽
文
書
の
疑
い
も
あ
る
関
係
文
書
を
引
用
し
て
特

例
的
地
位
が
認
め
ら
れ
た
と
す
る
記
事
が
あ
り
（
元
久
二
年
閏
七
月
二
十
九
日
条
）、
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河
野
氏
に
絡
む
文
書
・
言
説
が
将
軍
記
を
ま
た
い
で
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る（

（1
（

。

た
だ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
文
書
そ
の
も
の
に
基
づ
く
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
も
と
に
し
た
御
家
人
の
家
の
理
解
・
主
張
の
反
映
な
の
か
も
、
入
念
に
見
定
め
る

必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
２
）
文
書
利
用
が
想
定
さ
れ
る
記
事

右
の
よ
う
な
文
書
の
直
接
引
用
や
、
文
書
の
存
在
が
明
確
な
も
の
の
ほ
か
、
幕
府

の
立
法
・
命
令
の
伝
達
や
、
御
家
人
・
寺
社
の
権
利
な
ど
に
関
す
る
記
事
も
ほ
ぼ
天

候
記
載
が
な
く
、
文
書
を
ベ
ー
ス
に
作
文
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

①　
幕
府
の
立
法
・
命
令
の
伝
達
（【
表
6
】
①
）

頼
経
将
軍
記
で
は
、
幕
府
評
定
で
の
決
定
を
六
波
羅
に
通
達
す
る
旨
の
記
事
に
、

現
存
す
る
追
加
法
所
収
の
関
東
御
教
書
と
の
対
応
か
ら
、
文
書
か
ら
作
文
し
た
と
判

断
さ
れ
る
地
の
文
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
［
高
橋　

二
〇
一
九
］。
追
加
法
の
な
い
頼

家
期
で
は
同
様
な
対
応
関
係
の
分
析
は
困
難
だ
が
、
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
文
書
利
用

の
パ
タ
ー
ン
を
手
が
か
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、「
〇
〇
の
由
を
、
×
×
に
仰
せ
ら
る
」
の
よ
う
な
形
は
、
×
×
を
宛
所

と
し
た
通
達
文
書
を
利
用
し
た
も
の
に
多
く
、
ま
た
、「
△
△
の
事
、
○
○
の
由
、

定
め
ら
る
」
の
よ
う
な
形
も
、
幕
府
の
立
法
を
伝
え
る
文
書
を
本
文
に
取
り
込
む
際

の
定
型
句
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

頼
家
将
軍
記
で
も
こ
の
形
を
と
る
記
述
が
数
例
あ
り
、
文
書
を
利
用
し
た
記
事
の

候
補
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
命
令
対

象
が
「
在
京
御
家
人
等
」「
諸
国
守
護
人
等
」
な
ど
不
特
定
な
点
で
、
こ
の
こ
と
は
、

【表５】頼家将軍記中に見える文書 

① 幕府側の発給文書 
 日条 天 文書名 発給・奉行 受給・宛所 引用 内容・備考 

１ 正治 1.3.6 〇 広元朝臣奉書 大江広元 安倍資元  頼家当年星祭を依頼 

２ 正治 1.3.23 × 関東御教書 広元 伊勢祭主 本文 神宮領地頭職停止・寄進（鎌倉遺文 1044） 

３ 正治 1.4.20 × 書下 梶原景時・中原仲業 政所 有 頼家近習の特別扱い 

４ 正治 1.10.24 × 御教書 広元 (伊勢神宮) 有 神宮の訴→神宮領荘園への妨げを禁止 

５ 正治 2.1.24 × 御教書 広元 (朝廷) 有 景時誅伐，惟義・広綱への残党捜索指示を報告 

６ 正治 2.8.10 × 下知 広元・藤原親能 中村掃部丞 有 陸奥・出羽の地頭所務 

７ 建仁 1.4.3 〇 御教書  佐々木盛綱 有 評議の結果発給，城資盛の追討(４/６) 

８ 建仁 1.5.13 × 御教書 
 

佐々木経高  子息高重，経高赦免の御教書を帯し帰洛 

９ 建仁 1.12.2 〇 左衛門督辞状 （頼家） （朝廷）  三善宣衡，辞状提出の使節として上洛 

10 建仁 3.4.6 × 御教書 平盛時 河野通信 有 伊予国中の近親・郎従統率を認める 

11 建仁 3.9.5 × 御書 （頼家） 義盛・忠常  時政追討を命ず 

12 建仁 3.9.10 × 遠州御書 北条時政 (諸御家人) 有 所領安堵 

 

② 幕府側にもたらされた文書 
 日条 天 文書名 発給・差出 受給・宛所 引用 内容・備考 

1 正治 1.2.6 ○ 宣旨(1/26付) （朝廷） （頼家） 有 諸国守護を奉行，宣旨到来につき吉書始 

2 正治 1.3.22 × 款状 佐々木盛綱 （頼家？） 有 ｢微質沈淪｣を訴える（実際は子信実の時代か） 

3 正治 1.8.20 ○ 起請文 安達景盛 頼家  野心なき旨を起請 

4 正治 1.10.24 × 請文 安達盛長 （幕府） 有 代官善耀は伊勢神宮領を押妨せず 

5 正治 1.10.28 ○ 連署状 御家人 66人 広元→頼家 有 梶原景時弾劾（11/10・12・13・12/18） 

6 正治 1.11.30 × 武蔵国田文    頼朝時代に惣検，田文として整える 

7 正治 2.1.15 ○ 除書（1/5付） （朝廷） （頼家）  頼家叙従四位上の除書到来 

8 正治 2.1.23 × 合戦記録(1/21) （駿河国住人） （幕府） 本文 梶原景時追討（鎌倉遺文 1100） 

9 正治 2.4.9 × 除書(4/1付) （朝廷） （時政）  時政任遠江守，叙従五位下 

10 正治 2.7.27 × 六波羅書状 （在京御家人） （幕府） 有 佐々木経高，後鳥羽院の逆鱗に触れる 

11 正治 2.11.1 ○ 官宣旨 頭弁藤原公定  有 柏原弥三郎の追討 

12 正治 2.11.7 ○ 除書(10/26付) （朝廷） （頼家）  飛脚到来，頼家任左衛門督，叙従三位 

13 建仁 1.2.22 〇 改元詔書 （朝廷） （幕府）  詔書到来，康信が御所に持参 

14 建仁 1.5.6 × 款状(4/21付) 佐々木経高 時政→頼家 有 5日子息高重が提出，無実と勲功を主張 

15 建仁 1.5.14 〇 一封状 佐々木盛綱 義盛→頼家 有 合戦報告 
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そ
の
情
報
源
が
個
別
の
家
の
文
書
で
は
な
く
、
幕
府
側
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の

控
え
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
こ
う
し
た
記
事
に
大
江
広
元
が
関
与
し
て
い
る
事
例
が
目
立
つ
点
が

注
目
さ
れ
る
。
貞
永
元
年
、
広
元
が
生
前
所
持
し
て
い
た
執
務
に
関
わ
る
記
録
や
文

書
、「
条
々
式
目
」
な
ど
の
再
収
集
が
図
ら
れ
た
が
（
同
年
十
二
月
五
日
条
）、
そ
れ

ら
は
頼
朝
将
軍
記
の
原
史
料
に
も
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
五
味　

二
〇

〇
〇
・
高
橋　

二
〇
〇
七
］。
と
す
る
と
、
頼
家
将
軍
記
に
お
け
る
幕
府
の
命
令
・
立

法
に
関
す
る
記
事
の
原
史
料
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
広
元
が
集
積
・
保
管
し
て
い
た

文
書
や
「
式
目
」
な
ど
の
う
ち
に
、
頼
家
期
に
関
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
が

有
力
な
候
補
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

②　
寺
社
・
個
人
の
権
利
関
係
の
記
事
（【
表
6
】
②
）

個
別
の
所
領
安
堵
・
給
与
や
所
職
の
補
任
、
裁
許
と
い
っ
た
案
件
は
、
日
記
類
に

記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
頼
家
将
軍
記
で
は
【
表
5
】
の
事
例
も
含
め
て
天
候

記
載
を
持
つ
も
の
が
非
常
に
少
な
く
、
文
書
の
利
用
を
想
定
す
べ
き
も
の
が
主
流
と

考
え
ら
れ
る
。

寺
社
関
係
で
は
所
領
・
地
頭
職
の
寄
進
や
相
論
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
、
特
に

伊
勢
神
宮
領
関
係
が
頼
家
期
を
通
し
て
目
立
つ
。
先
述
の
引
用
文
書
と
同
様
、
伊
勢

神
宮
が
提
出
し
た
文
書
群
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
箱
根
山
に
中
分
寄
進
さ
れ

た
早
河
荘
に
関
し
て
は
、
頼
朝
の
寄
進
状
の
引
用
も
知
ら
れ
て
お
り
（
治
承
四
年
十

月
十
六
日
条
）、
箱
根
山
側
の
権
利
主
張
と
結
び
つ
い
た
一
連
の
文
書
群
の
存
在
が

想
定
さ
れ
る
。
陸
奥
葛
岡
郡
の
新
熊
野
社
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
将
軍
記
に
わ
た
っ

て
訴
訟
記
事
が
見
え
て
お
り
（
建
暦
元
年
四
月
二
日
条
）、
同
社
の
訴
訟
関
係
の
文
書

を
基
礎
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

や
や
毛
色
の
異
な
る
楽
人
の
多
氏
の
相
続
に
関
す
る
記
事
も
、
複
数
の
将
軍
記
に

文
書
の
引
用
が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
（
建
久
四
年
十
一
月
十
二
日
条
他
）、
や
は
り
一

【表６】文書利用の可能性のある主な記事 

①幕府の命令・立法の伝達 
 日条 天 奉行 命令・通達対象 内容・備考 

1 正治 1.3.12 ×  在京御家人等 A 医師丹波時長の招聘 

2 正治 1.4.27 × 広元 東国分地頭等 B 新開水便荒野★ 

3 正治 1.9.17 × 広元・景時 諸国守護人等 A 京都大番役の催促 

4 正治 2.1.15 〇 義盛 諸御家人 A 京都大番役の勤仕（別件あり） 

5 正治 2.4.11 × 広元・康信 (佐々木広綱ヵ) Ｂ吉田親清の罪名定 

6 建仁 1.2.5 ×  京畿御家人等 A 城長茂の探索命令 

7 建仁 2.⑩.15 × 広元 諸国守護人等 A 諸国守護人等奉行条事★ 

8 建仁 3.6.24 ×  仲章・定綱 A 全成子息等の捜索・誅殺 

参 正治 1.4.12 ×  (記載なし) B 諸訴論事（13 人の合議制） 

参 建仁 2.5.2 ×  (記載なし) B 兄弟相論事★ 

 

②個別の御家人・寺社等の権利関係 
 日条 天 奉行 受給者 内容・備考 

1 正治 1.3.23 ×  伊勢祭主 同日条引用文書とは別文書 

2 正治 1.5.16 × 広元 （伊勢神宮） 地頭職寄進 

3 正治 1.11.8 × 時政 多好節 譲与安堵 

4 正治 1.12.29 ×  小山朝政 播磨国守護職補任★ 

5 正治 2.5.28 ×  陸奥新熊野社 葛岡郡の堺相論裁許★ 

6 建仁 1.12.3 ×  佐々木経高 所領返給 

7 建仁 2.5.30 ×  筥根山 早河荘中分寄進 

8 建仁 3.3.10 × 広元 （伊勢神宮） 地頭職寄進 

・①の内容欄 A＝「〇〇之旨(由)、被仰××」，B＝「〇〇之由、被定」の形式 
・★印＝笠松宏至氏の「『吾妻鏡』“地の文のみ”幕府法」に含むもの（笠松 1997） 
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連
の
関
係
文
書
群
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

個
別
の
御
家
人
で
は
、
佐
々
木
経
高
へ
の
所
領
返
給
は
、
先
述
の
佐
々
木
氏
関
係

の
史
料
群
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
小
山
氏
に
つ
い
て
は
、
頼
朝
期
の
政
所
下

文
の
引
用
が
知
ら
れ
（
建
久
三
年
九
月
十
二
日
条
）、
朝
政
の
播
磨
守
護
職
に
関
し
て

も
、
後
に
嫡
孫
長
村
へ
の
所
領
・
所
職
の
相
伝
に
際
し
て
「
将
軍
家
代
々
御
下
文
」

の
存
在
が
明
記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
小
山
氏
関
係
の
史
料
群
に
基
づ
く
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
複
数
の
将
軍
記
で
関
連
記
事
が
検
出
で
き
る
も
の
が
多
い
。

将
軍
記
を
ま
た
い
で
利
用
さ
れ
た
共
通
の
原
史
料
・
文
書
群
を
典
拠
と
す
る
可
能
性

が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

（
３
）
土
佐
国
守
護
職
補
任
記
事
と
文
書
史
料

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
文
書
利
用
の
形
跡
や
パ
タ
ー
ン
が
読
み
取
れ
な
い
も

の
で
も
、
文
書
が
情
報
源
と
み
ら
れ
る
記
事
が
あ
る
。
頼
家
将
軍
記
に
二
カ
所
登
場

す
る
土
佐
国
守
護
職
「
補
任
」
の
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

史
料
4　
建
仁
元
年
七
月
十
日
条
（
北
条
本
）

十
日
戊
午
、
豊
嶋
右
馬
允
、
補
土
佐
国
守
護
職
、
佐
々
木
中
務
丞
経
高
法
師
跡

也
、

史
料
5　
建
仁
三
年
八
月
四
日
条

四
日
己
亥
、
平
六
兵
衛
尉
義
村
、
補
土
佐
国
守
護
職
云
々
、

前
者
は
建
仁
元
年
七
月
、
豊
島
右
馬
允
（
有
経
か
）
が
土
佐
国
守
護
職
に
、
後
者

は
同
三
年
八
月
に
三
浦
義
村
が
同
職
に
そ
れ
ぞ
れ
補
任
さ
れ
た
と
す
る
単
純
な
記
事

だ
が
、
と
も
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
問
題
が
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
前
任
の
佐
々
木
経
高
が
、
国
衙
へ
の
介
入
な
ど
が
原
因
で
淡

路
・
阿
波
・
土
佐
の
守
護
職
以
下
の
所
帯
を
召
し
上
げ
ら
れ
た
の
は
前
年
の
こ
と
で

（
正
治
二
年
八
月
二
日
条
）、
一
年
近
く
の
空
白
期
間
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
間
に
経

高
は
赦
免
さ
れ
て
お
り
（
建
仁
元
年
五
月
六
日
・
十
三
日
条
）、
こ
の
時
点
で
の
経
高

跡
と
し
て
の
守
護
職
補
任
は
不
自
然
で
あ
る
。

ま
た
後
者
は
、
こ
の
年
の
七
月
下
旬
以
降
、
頼
家
が
病
に
倒
れ
、
深
刻
な
病
状
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
に
あ
た
る
（
建
仁
三
年
七
月
二
十
日
条
他
）。
そ
れ
ゆ
え
か
、

頼
家
の
執
務
困
難
な
状
況
に
乗
じ
て
、
比
企
氏
排
斥
と
実
朝
擁
立
を
図
る
北
条
時

政
・
政
子
ら
が
主
導
し
た
、
三
浦
氏
の
取
り
込
み
策
の
如
く
見
る
向
き
も
あ
る
［
伊

藤　

二
〇
一
〇
］。

関
連
の
深
い
二
つ
の
記
事
が
と
も
に
似
た
問
題
を
抱
え
る
の
は
、
両
者
の
原
史
料

と
も
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
と
同

一
の
日
付
を
持
ち
、
同
じ
文
書
群
に
属
す
る
二
通
の
文
書
案
の
存
在
で
あ
る
。

史
料
6　
建
仁
元
年
七
月
十
日
、
北
条
時
政
書
状
案（

（2
（

土
左
国
御
家
人
中
太
秋
道
折
紙
献
之
、
如
状
者
、
当
国
内
深
淵
幷
香
宗
我
部
両

郷
地
頭
職
、
給
故
殿
御
下
文
知
行
之
処
、
彼
内
村
々
事
、
区
称
不
被
載
御
下

文
、
不
用
地
頭
之
職
云
々
、
事
若
実
者
、
尤
以
不
便
候
、
任
御
下
文
之
状
、
可

被
沙
汰
付
候
歟
、
将
又
由
緒
候
者
、
令
尋
聞
子
細
、
可
令
申
左
右
給
、
為
貴
殿

守
護
国
之
間
、
所
令
執
申
候
也
、
謹
言
、

　
　
建
仁
元
年
七
月
十
日�

遠
江
守
（
花
押
影
）

（
押
紙
）　「
北
条
時
政
」　

　

豊
嶋
馬
允
殿



青
　
山

　
史

　
学

(68 )

土
佐
国
御
家
人
中
太
秋
道
の
訴
え
に
つ
い
て
、
時
政
が
こ
の
時
点
で
守
護
を
勤
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る

0

0

0

「
豊
嶋
馬
允
」
に
取
り
次
い
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
日
の
補
任
を
示
す
も
の

で
は
な
い
［
佐
藤　

一
九
七
一
］。
当
然
な
が
ら
、
補
任
当
日
に
こ
う
し
た
手
続
き
を

行
う
の
は
無
理
が
あ
る
。

史
料
7　
建
仁
三
年
八
月
四
日
、
北
条
時
政
書
状
案（

（2
（

　

土
左
中
太
明
道
申
二
ヶ
条
事
、
申
状
具
以
見
給
了
、

一�

、
当
国
深
淵
・
香
宗
我
部
両
郷
地
頭
職
之
事
、
前
司
之
時
給
庁
宣
了
、
然
者

新
司
何
可
有
違
乱
候
哉
、

一�

、
須
留
田
別
符
菟
田
保
者
、
為
香
宗
我
部
郷
最
中
之
由
、
在
庁
勘
状
加
一
見

候
了
、
然
者
、
且
守
故
殿
御
下
文
、
且
任
在
庁
勘
状
、
可
令
明
道
知
行
、
至

于
有
限
之
所（

脱
ア
ル
カ
）

、
可
令
仰
含
給
之
状
如
件
、

　
　
　
　

八
月
四
日�
遠
江
守
（
花
押
影
）　

平
六
兵
衛
尉
殿

建
仁
三
年

秋
道
の
申
状
に
関
し
て
時
政
か
ら
義
村
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
義
村

を
直
接
「
守
護
」
と
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
三
浦
氏
が
土
佐
の
守
護
で
あ
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
守
護
の
立
場
を
反
映
し
た
手
続
き
と
い
っ
て
よ
い
が
、
こ
れ
も

補
任
当
日
の
伝
達
と
は
み
な
し
難
い
。

こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
佐
藤
進
一
氏
は
結
論
を
留
保
し
て
い
る
が
［
佐
藤　

一

九
七
一
］、
史
料
4
・
5
の
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
史
料
6
・
7
の
情
報
を
も
と
に
作

文
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
［
真
鍋　

二
〇
一
四
］。
す
な
わ
ち
、
と
も
に
現
実
に
は
そ

れ
以
前
か
ら
守
護
で
あ
っ
た
の
を
、
文
書
の
日
付
に
か
け
て
「
補
任
」
の
記
事
と
し

て
し
ま
い
、
そ
の
際
、
書
状
の
宛
所
の
部
分
が
、
新
た
な
守
護
の
名
と
し
て
本
文
に

取
り
込
ま
れ
た
と
解
さ
れ
る（

（2
（

。

そ
の
場
合
、
文
書
を
情
報
源
と
し
た
と
し
て
も
、
本
文
記
事
は
そ
の
文
書
に
本
来

記
さ
れ
て
い
た
事
実
・
趣
旨
と
は
異
な
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。
頼
家
将
軍
記
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
が
ち
な
意
図
的
な
曲
筆
と
は
質
的

に
異
な
る
が
、
注
意
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、『
吾
妻
鏡
』
頼
家
将
軍
記
の
諸
本
・
原
史
料
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
て

き
た
。
現
状
で
は
推
測
に
頼
る
部
分
も
多
く
、
き
わ
め
て
粗
い
整
理
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
他
の
将
軍
記
の
状
況
と
も
比
較
し
な
が
ら
細
部
を
検
討
し
、
よ
り
精
度
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
整
理
を
基
礎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
が
、
ど
の
よ
う
な
情
報

源
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
い
な
が
ら

読
み
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
同
じ
文
面
で
も
見
え
て
く
る
も
の
が
変
わ
っ
て
く
る
。

そ
の
作
業
の
積
み
重
ね
か
ら
、
頼
家
の
時
代
に
つ
い
て
、
通
説
的
理
解
と
は
異
な
る

新
た
な
側
面
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
も
大
い
に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

注（
1
）	［
藤
本　

二
〇
一
四
］
な
ど
。
研
究
の
現
況
に
つ
い
て
は
［
坂
井　

二
〇
二
一
］
を
参
照
。

（
2
）	

戦
前
の
［
八
代　

一
九
一
三
］
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
史
料
論
の
進
展
に
関
し
て
は

［
高
橋　

二
〇
〇
七
・
二
〇
一
八
］
を
参
照
。
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（
3
）	

そ
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
頼
家
将
軍
記
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
高

橋
秀
樹
編
『
新
訂
吾
妻
鏡
』
四
（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
を
用
い
て
い
る
。
ま
た

『
吾
妻
鏡
』
を
典
拠
と
す
る
場
合
は
日
条
の
み
を
記
す
。

（
4
）	

正
治
二
年
三
月
二
十
九
日
条
、
四
月
九
日
条
。

（
5
）	

例
え
ば
仁
治
元
年
四
月
二
十
日
条
［
遠
藤　

二
〇
一
八
］
な
ど
。

（
6
）	

南
部
本
の
画
像
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
新
日
本
古
典
籍
総
合
Ｄ
Ｂ
で
閲
覧
で
き
る
。

（
7
）	『
大
日
本
史
料
』
建
仁
元
年
正
月
二
十
三
日
条
。
な
お
、
国
史
大
系
本
で
は
、「
朝
覲
」
の

前
に
「
等
飛
脚
参
着
、
申
云
、
去
月
廿
三
日
、
天
皇
」
を
本
文
と
し
て
補
入
し
、「
等
以
下

十
四
字
、
拠
下
文
及
百
錬
抄
意
補
」
と
注
記
す
る
。
他
の
記
事
・
史
料
を
も
と
に
推
定
し

て
補
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
史
料
の
扱
い
と
し
て
は
問
題
が
あ
る
。

（
8
）	

た
だ
し
島
津
本
に
は
、
そ
の
祖
本
段
階
で
、
誤
り
と
み
た
表
記
に
独
自
に
手
を
加
え
た
と

み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
［
藤
本　

二
〇
一
八
］。

（
9
）	

な
お
宗
尊
将
軍
記
は
、
日
記
類
の
利
用
が
さ
ら
に
増
加
す
る
一
方
、
文
書
の
引
用
も
増
加

し
て
い
る
点
で
、
他
の
将
軍
記
と
は
や
や
異
な
る
［
高
橋　

二
〇
〇
七
］。

（
10
）	『
延
慶
本
平
家
物
語
』
第
四
、
宮
内
判
官
公
朝
関
東
ヘ
下
事
。

（
11
）	『
古
事
談
』
第
一
―
四
七
、
顕
基
出
家
の
事
、
同
五
〇
、
頼
通
東
宮
の
事
を
不
受
の
事
。
た

だ
し
、
文
面
と
し
て
は
む
し
ろ
、『
十
訓
抄
』
所
載
の
同
話
（
六

ノ
十
一
・
十
二
）
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。『
十
訓
抄
』
所
載
の
説
話
と
一
致
す
る
会
話
文
は
、
元
久
元
年
九
月
十
五
日
条

に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
［
五
味　

二
〇
〇
〇
］、
古
事
を
引
く
形
の
会
話
文
の
情
報
源
を
考

え
る
上
で
注
意
さ
れ
る
。

（
12
）	

正
治
二
年
正
月
八
日
条
で
は
椀
飯
沙
汰
人
も
勤
め
て
い
る
。

（
13
）	

た
だ
し
こ
の
件
は
頼
家
の
言
動
と
は
関
係
な
く
、［
藪
本　

二
〇
二
〇
］
の
い
う
「
泰
時
の

徳
人
化
」
で
は
あ
っ
て
も
、「
頼
家
の
悪
王
化
」
を
意
図
し
た
も
の
と
は
み
な
せ
な
い
。

（
14
）	

時
刻
の
み
を
記
す
日
条
は
、
京
都
の
事
件
を
伝
え
る
飛
脚
の
到
来
（
史
料
１
―
②
）
や
頼

家
の
発
病
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
案
件
も
陰
陽
師
の
占
い
の
対
象
に
含
ま
れ
た
［
高
橋　

二
〇
一
一
］。

（
15
）	

な
お
、
実
朝
期
に
陰
陽
師
が
鎌
倉
に
下
向
し
た
後
は
、
ほ
ぼ
天
候
記
載
を
伴
う
よ
う
に
な

る
が
、
そ
れ
以
前
は
天
候
記
載
の
な
い
事
例
が
目
立
つ
。

（
16
）	『
平
戸
記
』
寛
元
三
年
正
月
十
六
日
条
。

（
17
）	

吉
川
本
の
正
治
二
年
末
尾
に
載
せ
る
文
覚
書
状
は
除
く
。

（
18
）	［
笠
松　

一
九
九
七
］
で
は
同
一
の
ソ
ー
ス
に
な
る
可
能
性
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
建
仁
三

年
四
月
六
日
条
に
つ
い
て
は
幕
府
側
の
記
録
と
み
る
が
、
内
容
的
に
も
情
報
の
出
所
は
河

野
氏
側
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

（
19
）	

寛
喜
二
年
二
月
二
十
日
、
小
山
朝
政
譲
状
案
（
鎌
倉
遺
文
三
九
六
〇
）。

（
20
）	

香
宗
我
部
文
書
、
鎌
倉
遺
文
一
二
三
三
。

（
21
）	

同
右
、
鎌
倉
遺
文
一
三
七
一
。

（
22
）	

よ
っ
て
、
北
条
氏
を
補
任
の
主
体
と
す
る
考
え
は
、
も
と
よ
り
成
り
立
た
な
い
。

主
要
参
考
文
献

伊
藤
邦
彦
『
鎌
倉
幕
府
守
護
の
基
礎
的
研
究　

論
考
編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年

井
上
聡
「『
吾
妻
鏡
』
諸
本
異
同
表
（
稿
）」（『
島
津
家
本
吾
妻
鏡
の
基
礎
的
研
究
』
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
、
二
〇
一
八
年
）

遠
藤
珠
紀
「
南
部
本
『
東
鏡
』
第
五
十
七
（
仁
治
元
年
）」（
同
右
、
二
〇
一
八
年
）

笠
松
宏
至
『
中
世
人
と
の
対
話
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年

黒
嶋
敏
「
北
条
政
子
」（『
公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）

桑
山
浩
然
「
蹴
鞠
書
の
研
究
」（『
蹴
鞠
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
）

河
内
祥
輔
『
日
本
中
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年

五
味
文
彦
『
増
補　

吾
妻
鏡
の
方
法
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年

五
味
文
彦
・
本
郷
和
人
編
『
現
代
語
訳
吾
妻
鏡　

７
頼
家
と
実
朝
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年

坂
井
孝
一
『
源
氏
将
軍
断
絶
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
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佐
藤
進
一
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年

高
橋
秀
樹
「
吾
妻
鏡
と
和
田
合
戦
」（『
郷
土
神
奈
川
』
四
四
、
二
〇
〇
六
年
）

高
橋
秀
樹
「
吾
妻
鏡
原
史
料
論
序
説
」（『
中
世
の
内
乱
と
社
会
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）

高
橋
秀
樹
「
歴
史
叙
述
と
時
刻
」（『
中
世
の
軍
記
物
語
と
歴
史
叙
述
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
）

高
橋
秀
樹
「
不
読
助
字
か
ら
み
た
『
吾
妻
鏡
』
の
史
料
論
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
二
二
、

二
〇
一
五
年
）

高
橋
秀
樹
「
吾
妻
鏡
の
諸
本
」（『
島
津
家
本
吾
妻
鏡
の
基
礎
的
研
究
』
前
掲
、
二
〇
一
八
年
）

高
橋
秀
樹
「『
吾
妻
鏡
』
の
文
書
利
用
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
〇
―
十
二
、
二
〇
一

九
年
）

藤
本
頼
人
「
源
頼
家
像
の
再
検
討
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
三
三
、
二
〇
一
四
年
）

藤
本
頼
人
「
島
津
本
吾
妻
鏡
の
伝
来
と
利
用
を
め
ぐ
っ
て
」（『
島
津
家
本
吾
妻
鏡
の
基
礎
的
研
究
』

前
掲
、
二
〇
一
八
年
）

益
田
宗
「
吾
妻
鏡
の
本
文
批
判
の
た
め
の
覚
書
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
六
、
一
九
七
一

年
）

益
田
宗
「
吾
妻
鏡
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
論
集　

中
世
の
窓
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）

真
鍋
淳
哉
「
三
浦
義
村
」（『
公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）

八
代
国
治
『
吾
妻
鏡
の
研
究
』
明
世
堂
書
店
、
一
九
一
三
年

藪
本
勝
治
「『
吾
妻
鏡
』
の
文
脈
と
和
田
合
戦
記
事
」（『
軍
記
と
語
り
物
』
五
六
、
二
〇
二
〇
年
）

龍
肅
「
源
頼
家
伝
の
批
判
」（『
鎌
倉
時
代　

上
』
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
）

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
一
般
共
同
研
究
「
吾

妻
鏡
諸
本
の
研
究
」（
二
〇
一
七
・
一
八
年
度
、
研
究
代
表
者
高
橋
秀
樹
）
に
お
け
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。
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【
付
表
】
頼
家
将
軍
記
に
お
け
る
漢
文
写
本
・
南
部
本
間
の
主
な
異
同

日
付

新
訂

漢
文
写
本
（
吉
川
本
15
・
16
）

南
部
本
（
巻
16
～
20
上
）

南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列

1
正
治
1
・
6
・
30

189

姫
君〈
三
幡
〉遷
化

ひ
め
君〈
三
幡
〉せ
ん
げ
し
給

姫
君〈
三
幡
〉遷
化
給

2
正
治
1
・
7
・
10

190

国
中
難
静
謐

国
中
せ
い
ひ
つ
し
が
た
か
ら
ん
か

国
中
難
静
謐
歟

3
正
治
1
・
10
・
27

197

東
宮〈
後
冷
泉
〉

東
宮〈
後
冷
泉
院
〉

東
宮〈
後
冷
泉
院
〉

4
正
治
1
・
11
・
18

201

軼
怖
諸
人
之
弓
箭
云
々

お
そ
ら
く
ハ
諸
人
の
ゆ
ミ
や
に
こ
え
た
る
か
と
云
々

軼
怖
諸
人
之
弓
箭
歟
云
々

5
正
治
1
・
11
・
19

201

午
剋
還
御
、
能
員
故
献
御
引
出
物

む
ま
の
こ
く
に
か
ん
ぎ
よ
し
給
ふ
、
能
員
御
ひ
き
で
物
を
た
て
ま
つ

ら
る

午
剋
還
御
給
、
能
員
被
献
御
引
出
物

6
正
治
1
・
12
・
29

202

補
幡
（〔
播
〕）
磨
国
守
護
職
畢

は
り
ま
の
く
に
の
し
ゆ
ご
し
よ
く
に
ふ
せ
ら
れ
お
ハ
ん
ぬ

被
補
播
磨
国
守
護
職
畢

7
正
治
2
・
1
・
4

203

御
椀
飯

御
垸
飯
な
り

御
垸
飯
也

8
正
治
2
・
2
・
6

211

不
可
有
鑿
樋
引
橋
之
計
難
治
歟
云
々

ほ
り
を
ほ
り
は
し
を
ひ
く
は
か
り
こ
と
な
ん
ぢ
な
る
べ
き
か
と
云
々
掘
濠
引
橋
之
計
可
難
治
歟
云
々

9
正
治
2
・
3
・
14

219

所
残
僅
立
錐（〔
針
〕）

の
こ
る
所
ハ
わ
づ
か
に
は
り
を
た
つ
る
バ
か
り
な
り

所
残
僅
立
針
計
也

10
正
治
2
・
4
・
10

221

白
昼
所
行
罪
科
重
哉

は
く
ち
う
に
お
こ
な
ふ
所
の
ざ
い
く
ハ
よ
り
も
お
も
し

従
白
昼
所
行
罪
科
重
［
哉
］

11
正
治
2
・
4
・
11

221

申
彼
親
清
之
罪
者（〔
名
〕）

か
の
親
清
の
ざ
い
ミ
や
う
を
申
さ
る

被
申
彼
親
清
之
罪
名

12
正
治
2
・
5
・
28

222

染
御
自
筆

御
じ
ひ
つ
を
そ
め
ら
れ

被
染
御
自
筆

13
正
治
2
・
6
・
16

223

今
夜
御
止
宿

こ
ん
や
ハ
御
止
宿
と
云
々

今
夜
御
止
宿
云
々

14
正
治
2
・
8
・
21

226

雖
遣
召

め
し
に
つ
か
ハ
さ
る
と
い
へ
と
も

雖
被
遣
召

15
正
治
2
・
9
・
2

227

諸
人
為
競
望

し
よ
人
き
そ
い
の
そ
ミ
を
な
す
也

諸
人
為
競
望
也

常
盛
不
及
着
衣

つ
ね
も
り
い
し
や
う
を
き
る
に
を
よ
バ
す

常
盛
不
及
着
衣
装

16
正
治
2
・
10
・
21

229
（
22
日
）
遠
州
献
盃
酒

遠
州
盃
酒
を
け
ん
ぜ
ら
る

遠
州
被
献
盃
酒

17
正
治
2
・
12
・
3

231

而
更
不
可
勝
源
性
之
由
吐
詞

源
性
い
は
く
し
か
り
と
も
さ
ら
に
源
性
に
ハ
か
つ
べ
か
ら
ざ
る
よ
し

こ
と
ば
を
は
く

源
性
云
而
更
不
可
勝
源
性
之
由
吐
詞

232

不
伴
参
其
僧
甚
越
度
也

そ
の
僧
を
と
も
な
ひ
ま
い
ら
さ
る
事
、
ハ
な
は
だ
を
ち
ど
な
り

不
伴
参
其
僧
事
、
甚
越
度
也

18
建
仁
1
・
1
・
4

244

被
奉
神
馬
三
疋

神
馬
三
疋
を
た
て
ま
つ
ら
る
と
云
々

被
奉
神
馬
三
疋
云
々

19
建
仁
1
・
2
・
3

246
（
史
料
１
―
①
）

（
史
料
１
―
②
）

（
本
文
参
照
）

20
建
仁
1
・
3
・
4

247

遂
出
家
…
…
被
渡
大
路

出
家
を
と
ぐ
と
云
々
…
…
大
路
を
わ
た
さ
る
と
云
々

遂
出
家
云
々
…
…
被
渡
大
路
云
々

21
建
仁
1
・
3
・
10

248

至
由
井
人
屋
、
片
時
之
間
数
丁
災

由
井
の
は
ま
に
い
た
り
て
人
屋
数
十
宇
へ
ん
し
の
ま
に
災

至
由
井
浜
人
屋
数
十
宇
、
片
時
之
間
災

22
建
仁
1
・
4
・
2

248

佐
渡
・
越
後
両
国
軍
兵
雖
襲
之

よ
つ
て
さ
ど
・
え
ち
ご
両
国
の
ぐ
ん
兵
等
こ
れ
を
お
そ
ふ
と
い
へ
ど
も
仍
佐
渡
・
越
後
両
国
軍
兵
等
雖
襲
之

23
建
仁
1
・
4
・
3

248

仰
在
国
士
、
可
被
追
討
否
、
可
被
遣
当

参
之
輩
否
、
各
被
擬
評
定

在
国
の
士
に
お
ほ
せ
て
つ
い
た
う
せ
ら
る
へ
き
か
、
ま
た
当
参
の
と

も
が
ら
を
つ
か
ハ
さ
る
べ
き
か
い
な
や
、
ひ
や
う
ぎ
を
こ
ら
さ
る

仰
在
国
士
、
可
被
追
討
歟
、
又
可
被
遣
当
参
之
輩

否
、［
各
］被
擬
評
議



青
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学

(72 )

日
付

新
訂

漢
文
写
本
（
吉
川
本
15
・
16
）

南
部
本
（
巻
16
～
20
上
）

南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列

24
建
仁
1
・
5
・
14

251

構
城
槨
於
越
後
国
鳥
坂
、
近
国
之
際
、

存
忠
直
之
輩
憖
雖
来
襲
、還
悉
以
敗
北
、

城
郭
を
ゑ
ち
ご
の
国
鳥
坂
に
か
ま
ふ
の
間
、
き
ん
ご
く
に
忠
直
を
ぞ

ん
ぜ
し
と
も
が
ら
、
な
ま
し
い
に
お
そ
ひ
た
る
と
い
へ
ど
も
、
か
へ

つ
て
こ
と
ご
と
く
は
い
ぼ
く
せ
り
、

構
城
郭
於
越
後
国
鳥
坂
之
間
、
近
国
存
忠
直
之
輩

憖
雖［
来
］襲
、
還
悉［
以
］敗
北
、

25
建
仁
1
・
6
・
1

252

被
尽
歌
曲

歌
曲
を
つ
く
さ
る
と
云
々

被
尽
歌
曲
云
々

26
建
仁
1
・
6
・
2

253

其
顔
色
太
花
麗
、
傍
輩
等
妬
之

そ
の
が
ん
し
よ
く
は
な
は
だ
花
麗
な
る
ゆ
へ
に
、
は
う
ば
い
ら
ね
た

ミ
て
、

其
顔
色
太
花
麗
故
、
傍
輩
等
妬
之

27
建
仁
1
・
6
・
28

253

殆
可
陵
薗
配
棄
云
々

ほ
と
ん
ど
陵
園
妾
も
愧（
ハ
づ
）へ
し
と
云
々

殆
可
愧
陵
園
妾
云
々

28
建
仁
1
・
6
・
29

253

有
所
存
云
々

所
存
あ
る
か
と
云
々

有
所
存
歟
云
々

29
建
仁
1
・
7
・
6

254

勅
許
之
間

勅
許
あ
り
し
間

有
勅
許
之
間

254

北
条
五
郎
時
連
主
…
…
肥
多
八
郎
宗
直

等
候
之

北
条
五
郎
時
連
主〈
後
ハ
時
房
と
云
〉…
…
肥
多
八
郎
宗
直

（
改
行
あ
り
）是
等
さ
ふ
ら
へ
り

北
条
五
郎
時
連
主
…
…
肥
多
八
郎
宗
直

是
等
候
之

254

候
見
証

見
証
に
候
云
々

候
見
証
云
々

30
建
仁
1
・
7
・
10

255

補
土
佐
国
守
護
職

と
さ
の
国
の
し
ゆ
ご
し
よ
く
に
補
せ
ら
る

被
補
土
佐
国
守
護
職

31
建
仁
1
・
9
・
7

255

紀
内
所
行
景
鞠
足

紀
内
所
行
景〈
鞠
足
〉

紀
内
所
行
景〈
鞠
足
〉

32
建
仁
1
・
9
・
9

256

猶
前
庭
以
籬
菊
浮
盃

前
庭
の
ま
が
き
の
菊
を
お
り
さ
か
づ
き
に
う
か
へ
て

折
前
庭
籬
菊
浮
盃

256

行
景
跪
盃
、
金
吾
自
取
銀
剣
令
与
之
給
行
景
ひ
ざ
ま
つ
き
て
さ
か
づ
き
を
た
ま
ハ
る
と
き
、
金
吾
み
づ
か
ら

銀
剣
を
と
つ
て
あ
た
へ
さ
せ
た
ふ
と
云
々

行
景
跪
給
盃
之
時
、金
吾
自
取
銀
剣
令
与
之
給
云
々

33
建
仁
1
・
9
・
15

257

大
田
兵
衛
尉
之
式

大
田
兵
衛
尉
範
俊（
の
り
と
し
）

大
田
兵
衛
尉
範
俊

34
建
仁
1
・
10
・
1

259

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
也

御
所
御
鞠
也

35
建
仁
1
・
10
・
2

259

具
達
聴

つ
ぶ
さ
に
御
き
ゝ
に
た
つ
せ
り

具
達
御
聴

36
建
仁
1
・
10
・
6

260

面
々
自
沙
汰
人
所
被
用
意
也

兼
日
さ
た
人
に
お
ほ
せ
て
よ
う
い
せ
ら
れ
し
也

兼
日
仰
沙
汰
人［
所
］被
用
意
也

37
建
仁
1
・
10
・
21

260

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
な
り

御
所
御
鞠
也

38
建
仁
1
・
10
・
27

260

鶴
岡
八
幡
宮
廻
廊
・
八
足
門
上
棟

つ
る
が
岡
八
幡
宮
の
廻
廊
・
八
あ
し
の
門
む
ね
あ
げ
な
り

鶴
岡
八
幡
宮
廻
廊
・
八
足
門
上
棟
也

39
建
仁
1
・
11
・
2

261

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
也

御
所
御
鞠
也

40
建
仁
1
・
11
・
13

261

導
師
趣
学
房
…
…
唱
導
読
上
之
間

だ
う
し
は
題
学
房
な
り
…
…
導
師
よ
ミ
上
ら
れ
し
間

導
師
趣
学
房
也
…
…
導
師
被
読
上
之
間

41
建
仁
1
・
12
・
2

261

十
二
月（
板
本
欠
）

十
二
月
大

十
二
月
大

42
建
仁
1
・
12
・
3

262

定
可
挿
阿
党
之
思

さ
だ
め
て
阿
た
う
の
お
も
ひ
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
か

定
可
挿
阿
党
之
思
歟

43
建
仁
1
・
12
・
28

262

十
五
日
捧
御
辞
表
、
無
勅
許

去
ぬ
る
十
五
日
御
辞
表
を
さ
ゝ
ぐ
る
処
に
、
ち
よ
つ
き
よ
な
ふ
し
て
去
十
五
日
捧
御
辞
表
之
処
、
無
勅
許

44
建
仁
1
・
12
・
29

262

被
返
下
鎮
西

鎮
西
に
返
し
下
さ
る
と
云
々

被
返
下
鎮
西
云
々

45
建
仁
2
・
1
・
9

263

当
宮
供
僧
、
一
和
尚

当
宮
供
僧
、
一
和
尚
也

当
宮
供
僧
、
一
和
尚
也

46
建
仁
2
・
2
・
20

265

為
移
植
于
鞠
御
壺

ま
り
の
御
壺
に
う
つ
し
う
え
ら
れ
ん
た
め
に

為
被
移
植
于
鞠
御
壺

47
建
仁
2
・
2
・
27

265

饗
応

饗
応
せ
ら
る

被
饗
応

48
建
仁
2
・
3
・
8

266

依
不
讒

こ
こ
ろ
な
ら
ず
讒
に
よ
つ
て

依
不
意
讒

267

速
遣
御
使
於
奥
州

す
ミ
や
か
に
御
つ
か
ひ
を
あ
ふ
し
う
に
つ
か
は
さ
れ

速
被
遣
御
使
於
奥
州

49
建
仁
2
・
3
・
15

267

為
御
供

御
と
も
つ
か
う
ま
つ
る
と
云
々

御
供
仕
云
々

50
建
仁
2
・
5
・
10

269

撰
射
手
云
々

い
て
を
え
ら
ハ
る
と
云
々

被
撰
射
手
云
々

51
建
仁
2
・
6
・
25

270
（
史
料
2
―
①
）

（
史
料
2
―
②
）

（
本
文
参
照
）

52
建
仁
2
・
8
・
5

272

舞
女
父
為
成
已
亡
云
々

舞
女
が
ち
ゝ
為
成
ハ
す
で
に
め
つ
ば
う
す
と
云
々

舞
女
父
為
成
已
滅
亡
云
々

53
建
仁
2
・
8
・
24

273

誓
盟
、祖
達
怖
畏
之
餘
、奔
参
御
所
門
前
祖
達
怖
畏
の
あ
ま
り
に
、
大
ぼ
さ
つ
に
せ
い
め
い
し
、
ご
し
ょ
の
門

前
に
は
し
り
ま
い
る

祖
達
怖
畏
之
餘
、
誓
盟
大
菩
薩
、
奔
参
御
所
門
前

273

宥
保
忠
給

な
だ
め
さ
せ
給
と
云
々

宥
保
忠
給
云
々

54
建
仁
2
・
9
・
10

274

三
嶋
社
祭

三
嶋
の
や
し
ろ
の
祭
ま
つ
り
な
り

三
嶋
社
祭
也

55
建
仁
2
・
9
・
18

275

将
軍
御
参
鶴
岡
宮

将
軍
家
つ
る
が
岡
の
宮
に
ま
い
り
た
ふ

将
軍
家
御
参
鶴
岡
宮

56
建
仁
2
・
9
・
21

275

下
向
伊
豆
・
駿
河
両
国
狩
倉
賜（〔
給
〕）
い
つ
す
る
が
に
下
向
し
給
、
両
国
に
て
狩
倉
を
み
た
ふ

下
向
伊
豆
・
駿
河
給
、
覧
両
国
狩
倉
給

275

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能

成
也

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能
成
等
な
り

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能
成
等
也

57
建
仁
2
・
9
・
29

275

忠
常
献
懸
物
、
十
物
百

忠
経
か
け
も
の
を
た
て
ま
つ
る
、
十
物
百
な
り

忠
経
献
懸
物
。
十
物
百
也

275

依
有
以
箭
数
給
之

や
か
ず
あ
る
に
よ
つ
て
こ
れ
を
た
ま
は
る
と
云
々

依
有
箭
数
給
之
云
々

58
建
仁
2
・
10
・
29

276

御
所
北
御
壺

小
御
所
の
き
た
の
御
つ
ぼ

小
御
所
北
御
壺

276

見
其
能
悪［
立
］之
間

そ
の
よ
し
あ
し
を
み
て
立
る
処
に

見
其
能
悪
立
之
処

276

嫌
申
所
存
之
念（〔
企
〕）
尤
不
審

き
ら
ひ
申
で
う
、
所
存
の
く
ハ
た
て
も
つ
と
も
ふ
し
ん
な
り

嫌
申
条
、
所
存
之
企
尤
不
審
也

59
建
仁
2
・
⑩
・
13

276

招
請
鎌
倉
中
諸
堂
僧
侶
於
営
中

か
ま
く
ら
中
の
諸
堂
の
僧
侶
を
営
中
に
て
う
し
や
う
せ
ら
れ

被
招
請
鎌
倉
中
諸
堂
僧
侶
於
営
中

60
建
仁
3
・
1
・
2

278

御
行
始
隼
人
入
道
宅

御
行
始
と
し
て
、
は
や
と
の
入
道
が
家
に
い
ら
せ
給

為
御
行
始
、
入
御
隼
人
入
道
家

278

今
夜
御
逗
留

今
夜
ハ
御
と
う
り
う
と
云
々

今
夜
御
逗
留
云
々

61
建
仁
3
・
2
・
4

280

下
手
神
人〈
号
職
掌
〉等
也

下
手
ハ
神
人〈
職
掌
と
か
う
す
〉等
ひ
く
と
云
々

下
手
神
人〈
号
職
掌
〉等
引
云
々

62
建
仁
3
・
2
・
5

280

導
師
安
楽
房
、
請
僧
六
口

導
師
ハ
安
楽
坊
也
、
請
僧
六
口
と
云
々

導
師
安
楽
坊
也　
請
僧
六
口
云
々

63
建
仁
3
・
3
・
3

280

鶴
岡
一
切
経
会

つ
る
が
岡
の
一
切
経
会
な
り

鶴
岡
一
切
経
会
也

64
建
仁
3
・
3
・
10

281

寄
附
太
神
宮
領

太
神
宮
領
に
き
ふ
せ
ら
る

被
寄
附
太
神
宮
領



『
吾
妻
鏡
』
頼
家
将
軍
記
の
史
料
論

(73 )

日
付

新
訂

漢
文
写
本
（
吉
川
本
15
・
16
）

南
部
本
（
巻
16
～
20
上
）

南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列

24
建
仁
1
・
5
・
14

251

構
城
槨
於
越
後
国
鳥
坂
、
近
国
之
際
、

存
忠
直
之
輩
憖
雖
来
襲
、還
悉
以
敗
北
、

城
郭
を
ゑ
ち
ご
の
国
鳥
坂
に
か
ま
ふ
の
間
、
き
ん
ご
く
に
忠
直
を
ぞ

ん
ぜ
し
と
も
が
ら
、
な
ま
し
い
に
お
そ
ひ
た
る
と
い
へ
ど
も
、
か
へ

つ
て
こ
と
ご
と
く
は
い
ぼ
く
せ
り
、

構
城
郭
於
越
後
国
鳥
坂
之
間
、
近
国
存
忠
直
之
輩

憖
雖［
来
］襲
、
還
悉［
以
］敗
北
、

25
建
仁
1
・
6
・
1

252

被
尽
歌
曲

歌
曲
を
つ
く
さ
る
と
云
々

被
尽
歌
曲
云
々

26
建
仁
1
・
6
・
2

253

其
顔
色
太
花
麗
、
傍
輩
等
妬
之

そ
の
が
ん
し
よ
く
は
な
は
だ
花
麗
な
る
ゆ
へ
に
、
は
う
ば
い
ら
ね
た

ミ
て
、

其
顔
色
太
花
麗
故
、
傍
輩
等
妬
之

27
建
仁
1
・
6
・
28

253

殆
可
陵
薗
配
棄
云
々

ほ
と
ん
ど
陵
園
妾
も
愧（
ハ
づ
）へ
し
と
云
々

殆
可
愧
陵
園
妾
云
々

28
建
仁
1
・
6
・
29

253

有
所
存
云
々

所
存
あ
る
か
と
云
々

有
所
存
歟
云
々

29
建
仁
1
・
7
・
6

254

勅
許
之
間

勅
許
あ
り
し
間

有
勅
許
之
間

254

北
条
五
郎
時
連
主
…
…
肥
多
八
郎
宗
直

等
候
之

北
条
五
郎
時
連
主〈
後
ハ
時
房
と
云
〉…
…
肥
多
八
郎
宗
直

（
改
行
あ
り
）是
等
さ
ふ
ら
へ
り

北
条
五
郎
時
連
主
…
…
肥
多
八
郎
宗
直

是
等
候
之

254

候
見
証

見
証
に
候
云
々

候
見
証
云
々

30
建
仁
1
・
7
・
10

255

補
土
佐
国
守
護
職

と
さ
の
国
の
し
ゆ
ご
し
よ
く
に
補
せ
ら
る

被
補
土
佐
国
守
護
職

31
建
仁
1
・
9
・
7

255

紀
内
所
行
景
鞠
足

紀
内
所
行
景〈
鞠
足
〉

紀
内
所
行
景〈
鞠
足
〉

32
建
仁
1
・
9
・
9

256

猶
前
庭
以
籬
菊
浮
盃

前
庭
の
ま
が
き
の
菊
を
お
り
さ
か
づ
き
に
う
か
へ
て

折
前
庭
籬
菊
浮
盃

256

行
景
跪
盃
、
金
吾
自
取
銀
剣
令
与
之
給
行
景
ひ
ざ
ま
つ
き
て
さ
か
づ
き
を
た
ま
ハ
る
と
き
、
金
吾
み
づ
か
ら

銀
剣
を
と
つ
て
あ
た
へ
さ
せ
た
ふ
と
云
々

行
景
跪
給
盃
之
時
、金
吾
自
取
銀
剣
令
与
之
給
云
々

33
建
仁
1
・
9
・
15

257

大
田
兵
衛
尉
之
式

大
田
兵
衛
尉
範
俊（
の
り
と
し
）

大
田
兵
衛
尉
範
俊

34
建
仁
1
・
10
・
1

259

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
也

御
所
御
鞠
也

35
建
仁
1
・
10
・
2

259

具
達
聴

つ
ぶ
さ
に
御
き
ゝ
に
た
つ
せ
り

具
達
御
聴

36
建
仁
1
・
10
・
6

260

面
々
自
沙
汰
人
所
被
用
意
也

兼
日
さ
た
人
に
お
ほ
せ
て
よ
う
い
せ
ら
れ
し
也

兼
日
仰
沙
汰
人［
所
］被
用
意
也

37
建
仁
1
・
10
・
21

260

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
な
り

御
所
御
鞠
也

38
建
仁
1
・
10
・
27

260

鶴
岡
八
幡
宮
廻
廊
・
八
足
門
上
棟

つ
る
が
岡
八
幡
宮
の
廻
廊
・
八
あ
し
の
門
む
ね
あ
げ
な
り

鶴
岡
八
幡
宮
廻
廊
・
八
足
門
上
棟
也

39
建
仁
1
・
11
・
2

261

御
所
御
鞠

御
所
の
御
鞠
也

御
所
御
鞠
也

40
建
仁
1
・
11
・
13

261

導
師
趣
学
房
…
…
唱
導
読
上
之
間

だ
う
し
は
題
学
房
な
り
…
…
導
師
よ
ミ
上
ら
れ
し
間

導
師
趣
学
房
也
…
…
導
師
被
読
上
之
間

41
建
仁
1
・
12
・
2

261

十
二
月（
板
本
欠
）

十
二
月
大

十
二
月
大

42
建
仁
1
・
12
・
3

262

定
可
挿
阿
党
之
思

さ
だ
め
て
阿
た
う
の
お
も
ひ
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
か

定
可
挿
阿
党
之
思
歟

43
建
仁
1
・
12
・
28

262

十
五
日
捧
御
辞
表
、
無
勅
許

去
ぬ
る
十
五
日
御
辞
表
を
さ
ゝ
ぐ
る
処
に
、
ち
よ
つ
き
よ
な
ふ
し
て
去
十
五
日
捧
御
辞
表
之
処
、
無
勅
許

44
建
仁
1
・
12
・
29

262

被
返
下
鎮
西

鎮
西
に
返
し
下
さ
る
と
云
々

被
返
下
鎮
西
云
々

45
建
仁
2
・
1
・
9

263

当
宮
供
僧
、
一
和
尚

当
宮
供
僧
、
一
和
尚
也

当
宮
供
僧
、
一
和
尚
也

46
建
仁
2
・
2
・
20

265

為
移
植
于
鞠
御
壺

ま
り
の
御
壺
に
う
つ
し
う
え
ら
れ
ん
た
め
に

為
被
移
植
于
鞠
御
壺

47
建
仁
2
・
2
・
27

265

饗
応

饗
応
せ
ら
る

被
饗
応

48
建
仁
2
・
3
・
8

266

依
不
讒

こ
こ
ろ
な
ら
ず
讒
に
よ
つ
て

依
不
意
讒

267

速
遣
御
使
於
奥
州

す
ミ
や
か
に
御
つ
か
ひ
を
あ
ふ
し
う
に
つ
か
は
さ
れ

速
被
遣
御
使
於
奥
州

49
建
仁
2
・
3
・
15

267

為
御
供

御
と
も
つ
か
う
ま
つ
る
と
云
々

御
供
仕
云
々

50
建
仁
2
・
5
・
10

269

撰
射
手
云
々

い
て
を
え
ら
ハ
る
と
云
々

被
撰
射
手
云
々

51
建
仁
2
・
6
・
25

270
（
史
料
2
―
①
）

（
史
料
2
―
②
）

（
本
文
参
照
）

52
建
仁
2
・
8
・
5

272

舞
女
父
為
成
已
亡
云
々

舞
女
が
ち
ゝ
為
成
ハ
す
で
に
め
つ
ば
う
す
と
云
々

舞
女
父
為
成
已
滅
亡
云
々

53
建
仁
2
・
8
・
24

273

誓
盟
、祖
達
怖
畏
之
餘
、奔
参
御
所
門
前
祖
達
怖
畏
の
あ
ま
り
に
、
大
ぼ
さ
つ
に
せ
い
め
い
し
、
ご
し
ょ
の
門

前
に
は
し
り
ま
い
る

祖
達
怖
畏
之
餘
、
誓
盟
大
菩
薩
、
奔
参
御
所
門
前

273

宥
保
忠
給

な
だ
め
さ
せ
給
と
云
々

宥
保
忠
給
云
々

54
建
仁
2
・
9
・
10

274

三
嶋
社
祭

三
嶋
の
や
し
ろ
の
祭
ま
つ
り
な
り

三
嶋
社
祭
也

55
建
仁
2
・
9
・
18

275

将
軍
御
参
鶴
岡
宮

将
軍
家
つ
る
が
岡
の
宮
に
ま
い
り
た
ふ

将
軍
家
御
参
鶴
岡
宮

56
建
仁
2
・
9
・
21

275

下
向
伊
豆
・
駿
河
両
国
狩
倉
賜（〔
給
〕）
い
つ
す
る
が
に
下
向
し
給
、
両
国
に
て
狩
倉
を
み
た
ふ

下
向
伊
豆
・
駿
河
給
、
覧
両
国
狩
倉
給

275

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能

成
也

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能
成
等
な
り

小
笠
原
阿
波
弥
太
郎
…
…
中
野
五
郎
能
成
等
也

57
建
仁
2
・
9
・
29

275

忠
常
献
懸
物
、
十
物
百

忠
経
か
け
も
の
を
た
て
ま
つ
る
、
十
物
百
な
り

忠
経
献
懸
物
。
十
物
百
也

275

依
有
以
箭
数
給
之

や
か
ず
あ
る
に
よ
つ
て
こ
れ
を
た
ま
は
る
と
云
々

依
有
箭
数
給
之
云
々

58
建
仁
2
・
10
・
29

276

御
所
北
御
壺

小
御
所
の
き
た
の
御
つ
ぼ

小
御
所
北
御
壺

276

見
其
能
悪［
立
］之
間

そ
の
よ
し
あ
し
を
み
て
立
る
処
に

見
其
能
悪
立
之
処

276

嫌
申
所
存
之
念（〔
企
〕）
尤
不
審

き
ら
ひ
申
で
う
、
所
存
の
く
ハ
た
て
も
つ
と
も
ふ
し
ん
な
り

嫌
申
条
、
所
存
之
企
尤
不
審
也

59
建
仁
2
・
⑩
・
13

276

招
請
鎌
倉
中
諸
堂
僧
侶
於
営
中

か
ま
く
ら
中
の
諸
堂
の
僧
侶
を
営
中
に
て
う
し
や
う
せ
ら
れ

被
招
請
鎌
倉
中
諸
堂
僧
侶
於
営
中

60
建
仁
3
・
1
・
2

278

御
行
始
隼
人
入
道
宅

御
行
始
と
し
て
、
は
や
と
の
入
道
が
家
に
い
ら
せ
給

為
御
行
始
、
入
御
隼
人
入
道
家

278

今
夜
御
逗
留

今
夜
ハ
御
と
う
り
う
と
云
々

今
夜
御
逗
留
云
々

61
建
仁
3
・
2
・
4

280

下
手
神
人〈
号
職
掌
〉等
也

下
手
ハ
神
人〈
職
掌
と
か
う
す
〉等
ひ
く
と
云
々

下
手
神
人〈
号
職
掌
〉等
引
云
々

62
建
仁
3
・
2
・
5

280

導
師
安
楽
房
、
請
僧
六
口

導
師
ハ
安
楽
坊
也
、
請
僧
六
口
と
云
々

導
師
安
楽
坊
也　
請
僧
六
口
云
々

63
建
仁
3
・
3
・
3

280

鶴
岡
一
切
経
会

つ
る
が
岡
の
一
切
経
会
な
り

鶴
岡
一
切
経
会
也

64
建
仁
3
・
3
・
10

281

寄
附
太
神
宮
領

太
神
宮
領
に
き
ふ
せ
ら
る

被
寄
附
太
神
宮
領



青
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学

(74 )

日
付

新
訂

漢
文
写
本
（
吉
川
本
15
・
16
）

南
部
本
（
巻
16
～
20
上
）

南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列

65
建
仁
3
・
3
・
14

281

御
沐
浴
也

沐
浴
し
給
と
云
々

沐
浴
給
云
々

66
建
仁
3
・
3
・
15

281

永
福
寺
一
切
経
会
、
将
軍
家
為
覧
舞
御

出

永
福
寺
一
切
経
会
な
り
、
将
軍
家
ふ
が
く
を
み
た
ハ
ん
た
め
に
御
出

あ
り

永
福
寺
一
切
経
会
也
、
将
軍
家
為
覧
舞
楽
有
御
出

67
建
仁
3
・
4
・
3

281

将
軍
家
無
御
参

将
軍
家
御
さ
ん
ぐ
う
な
し

将
軍
家
無
御
参
宮

68
建
仁
3
・
4
・
21

282

御
鞠

御
鞠
あ
り

有
御
鞠

69
建
仁
3
・
5
・
5

282

鶴
岡
臨
時
祭

つ
る
が
岡
の
り
ん
じ
の
ま
つ
り
な
り

鶴
岡
臨
時
祭
也

70
建
仁
3
・
5
・
26

283

御
進
発
伊
豆
国

伊
豆
国
に
進
発
し
給

進
発
伊
豆
国
給

71
建
仁
3
・
6
・
1

284

将
軍
怪
之

将
軍
家
こ
れ
を
あ
や
し
ま
せ
給
て

将
軍
家
怪
之
給

72
建
仁
3
・
6
・
3

284

被
入
新
田
四
郎
忠
常
主
従
六
人
、
忠
常

賜
御
剣〈
重
宝
〉入
穴

仁
田
四
郎
忠
常
を
い
れ
ら
る
ゝ
、
忠
常
御
剣
〈
ち
う
ほ
う
〉
を
た
ま

ハ
り
、
主
従
六
人
ひ
と
あ
な
に
入

被
入
仁
田
四
郎
忠
常
、
忠
常
賜
御
剣〈
重
宝
〉、
主

従
六
人
入
人
穴

284

今
日
不
帰
出
幕
下（〔
暮
畢
〕）

今
日
か
へ
り
出
す
日
す
で
に
く
れ
お
は
ん
ぬ

今
日
不
帰
出
日
已
暮
畢

73
建
仁
3
・
6
・
23

285

誅
阿
野
法
橋
全
成

阿
野
法
橋
全
成
を
誅
す
と
云
々

誅
阿
野
法
橋
全
成
云
々

74
建
仁
3
・
6
・
24

285
（
史
料
3
―
①
）

（
史
料
3
―
②
）

（
本
文
参
照
）

75
建
仁
3
・
8
・
4

286

補
土
佐
国
守
護
職

と
さ
の
国
の
し
ゆ
ご
し
よ
く
に
補
せ
ら
る

被
補
土
佐
国
守
護
職

76
建
仁
3
・
8
・
7

286

御
不
例
太
辛
苦
云
々

御
ふ
れ
い
は
な
は
だ
し
ん
く
し
給
と
云
々

御
不
例
太
辛
苦
給
云
々

77
建
仁
3
・
9
・
1

288

叔
姪
戚
等
不
和
儀

家
督
と
姪（
を
ひ
）と
の
戚（
お
ぢ
）等
不
和
の
儀

家
督
姪
戚
等
不
和
儀

78
建
仁
3
・
9
・
2

288

以
女
房
被
奉
尋
遠
州

女
ば
う
を
も
つ
て
遠
州
を
た
づ
ね
た
て
ま
つ
ら
る
ゝ
処
に

以
女
房
被
奉
尋
遠
州
之
処

290

猶
召
具
甲
冑
兵
士
者

甲
冑
の
兵
士
を
め
し
ぐ
す
に
を
ひ
て
ハ

於
召
具
甲
冑
兵
士
者

290

忩
可
参
者（
島
津
本｢

参
着｣

）

い
そ
き
さ
ん
ち
や
く
す
へ
し
と
云
々

急
可
参
着
云
々

290

可
儲
両
方
小
門
之[

旨]

下
知
給

両
方
の
小
門
に
候
へ
き
む
ね
げ
ぢ
し
給

可
候
両
方
小
門
之
旨
下
知
給

292

若
君
同
不
免
此
殃
給

わ
か
君
も
お
な
じ
く
此
わ
ざ
ハ
ひ
を
ま
ぬ
か
れ
給
は
す
と
云
々

若
君
同
不
免
此
殃
給
云
々

79
建
仁
3
・
9
・
3

292

配
安
房
国

安
房
国
に
配
さ
る

被
配
安
房
国

80
建
仁
3
・
9
・
15

294

若
君
御
座
遠
州
御
亭
雖
可
然
、

若
君
遠
州
御
亭
に
お
は
し
ま
す
事
し
か
る
へ
し
と
い
へ
と
も

若
君
御
座
遠
州
御
亭
事
、
雖
可
然
、

295
成
人
之
程
、於
同
所
可
扶
持
候（〔
之
〕）由
成
人
し
給
は
ん
程
ハ
同
所
に
を
ひ
て
扶
持
し
た
ま
ふ
べ
き
よ
し

成
人
給
之
程
、
於
同
所
可
扶
持
給
之
由

　

・「
新
訂
」
は
高
橋
秀
樹
編
『
新
訂
吾
妻
鏡
』
四
に
お
け
る
掲
載
頁
を
示
す
。
網
掛
け
は
す
で
に
同
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

・「
漢
文
写
本
」
は
基
本
的
に
『
新
訂
吾
妻
鏡
』
が
底
本
と
す
る
吉
川
本
に
基
づ
く
が
、
北
条
本
・
島
津
本
な
ど
主
要
な
漢
文
写
本
の
状
況
も
勘
案
し
て
項
目
を
立
て
た

　

・「
南
部
本
」・「
南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列
」
中
の
太
字
は
、「
漢
文
写
本
」
の
テ
キ
ス
ト
と
の
異
同
を
さ
す

　

・�「
南
部
本
底
本
の
想
定
文
字
列
」
は
、
南
部
本
独
自
の
読
み
癖
な
ど
も
考
慮
し
て
漢
文
化
し
た
も
の
。
な
お
、「
被
」・「
也
」
と
い
っ
た
助
動
詞
や
「
事
」
な
ど
は
事
例
が
多
く
、
あ
る
い
は
読
み
下
し
の
際
に
補
っ
て
読
ん
だ

も
の
を
含
む
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
仮
に
、
一
括
し
て
想
定
文
字
列
に
加
え
て
い
る
。


